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序　　文

　昨年４月，我が国における障害のある子どもの教育制度は，特殊教育から特別支援教育へと

転換いたしました。この制度転換に伴い，本研究所も，名称を「独立行政法人国立特殊教育総

合研究所」から「独立行政法人国立特別支援教育総合研究所」へ改めるとともに，我が国の特

別支援教育のナショナルセンターとして，障害のある子どもの教育の充実を目指して活動を展

開しています。

　他方，国際的な動向としては，平成18年12月に国連総会で障害者権利条約が採択されるな

ど，教育制度はよりインクルーシブな方向に移行しつつあります。

　我が国の特別支援教育に関する政策を検討する上では，諸外国の取組に関する情報を収集・

分析することは不可欠であり，また，我が国の質の高い特別支援教育の取組についても諸外国

に情報発信することが重要です。

　このような状況において，国立特別支援教育総合研究所の国際交流事業では，①諸外国の研

究機関との連携・協力，交流の推進による特別支援教育の国際的な情報発信センター機能の充

実と，②特別支援教育の発展・充実に向けた国際貢献の推進を掲げて，その活動に取り組んで

います。

　この国際的な情報発信センターの機能に位置づく取組として，諸外国における特別支援教育

の制度や実践等に関する研究をまとめた「世界の特別支援教育（22）」を刊行しました。この「世

界の特別支援教育」は，国立特別支援教育総合研究所が1987年より刊行してきました「世界

の特殊教育」の名称が変更されたものです。

　「世界の特別支援教育（22）」では，第１部のセミナー等報告として，「第27回アジア・太平

洋特別支援教育国際セミナー報告」「日本代表報告」「第７回日・韓特殊教育セミナー報告」を，

第２部の国際会議・外国調査等の報告として，投稿及び依頼による報告など６報告を掲載しま

した。

　「世界の特別支援教育（22）」に執筆いただきました方々に感謝するとともに，諸外国の特別

支援教育に関する情報を共有し，新たな時代の特別支援教育の発展に資することを願っていま

す。

　平成20年３月

企画部国際比較担当　
総括研究員　　　　　

徳　永　　　豊
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１　はじめに

　本研究所では，我が国の特別支援教育に関するナショナ

ルセンターとしての責務の一環として，積極的な国際交流

ならびに国際貢献活動を行っているが，特にアジア・太平

洋地域を対象としたそれらの活動では，アジア・太平洋特

別支援教育国際セミナーがある。

　本年度も2007年12月３日から，１日のプレカンファラ

ンス（各国代表参加者とともに国別報告・討議を踏まえた

施設見学や情報の共有を行う）を含み，４日間のアジア・

太平洋特別支援教育国際セミナーを横浜シンポジアにおい

て開催した。

　本年度のセミナーでは，障害のある子どものインクルー

シブな教育を展開するために重要なポイントとなる「学校

と地域社会との連携」という観点を基本に据え，「地域の

社会資源と連携した，特別なニーズのある子どものための

学校運営～その工夫と課題～」というテーマが設定された。

　参加国は，昨年同様，日本を含めオ－ストラリア，バン

グラデシュ，中国，インド，インドネシア，マレ－シア，

ネパール，ニュ－ジ－ランド，パキスタン，フィリピン，

韓国，スリランカ，タイの14カ国で，セミナー開催期間

中，各国代表者も含め日本側からは文部科学省，本研究所

職員，特別支援学校，大学の関係者等，延べ約210名の参

加者があった（写真１）。

　また，本セミナーは日本における「障害者週間」にかか

る事業としても位置づけられており，セミナー会場に本研

究所の研究活動紹介のパネルを展示し，一般参加者への特

別支援教育の周知も図っている。

２　実施内容

（１）開催テーマ
　2006年度以降５年間にわたるセミナーの基本テーマを

「共生社会を目指し，子ども一人一人のニーズに応じた教

育の発展を考える」とし，それを基本に各年度における開

催テーマを設定することになっている。2007年度のテー

マは前述のとおり「地域の社会資源と連携した，特別な

ニーズのあるこどものための学校運営～その工夫と課題

～」と設定した。

（２）主催等
　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所

　日本ユネスコ国内委員会

　（後援）国際協力支援機構横浜国際センター（JICA横浜）

第一部　セミナー等報告

第27回アジア・太平洋特別支援教育国際セミナー報告

笹　本　　　健
（企画部）

要旨：本研究所では，12月３日から１日のプレカンファランス（本会議に先立ち，各国代表参加者ととも

に国別報告・討議を踏まえた施設見学や情報の共有を行う）を含んで４日間のアジア・太平洋特別支援教

育国際セミナーを横浜シンポジアにおいて開催した。本年度のテーマは，「学校と地域社会との連携」と

いう観点から「地域社会資源と連携した，特別なニーズのあるこどものための学校運営～その工夫と課題

～」とした。参加国は，日本を含めオ－ストラリア，バングラデシュ，中国，インド，インドネシア，マ

レ－シア，ネパール，ニュ－ジ－ランド，パキスタン，フィリピン，韓国，スリランカ，タイの14カ国

で，セミナー開催期間中延べ約210名の参加者があった。本セミナーの本会議では，基調講演，国際比較

報告，各国別の報告，総括協議討議等が行われた。特にセミナー最終日に行われた総括協議では，自国の

現状を踏まえつつ施設見学での体験や各国報告での質疑応答等に基づいた活発な意見交換が行われた。

写真１　セミナー外国参加者と日本側スタッフ
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（３）日程・会場
　日程：平成17年12月３日～６日

　　　　�12�月２日（日）各国参加者来日（第１回セミナー

打ち合わせ：於JICA横浜）

　　　　�12�月３日（月）テーマ関連機関訪問（茅ヶ崎市

立茅ヶ崎小学校）・国立特別支援教育総合研究

所訪問・第２回セミナ－打ち合わせ

　　　　�12�月４日（火）開会式・基調講演・各国基礎情

報比較報告・各国報告

　　　　12月５日（水）各国報告

　　　　12月６日（木）各国報告・総括討議・閉会式

　　　　12月７日（土）各国参加者離日

　会場：横浜シンポジア

（４）テ－マ関連施設見学
　12月３日は，茅ヶ崎市立茅ヶ崎小学校の見学を行った。

見学には，研究所セミナー関係者，各国参加者，日本側発

表者の他，基調講演者（寺崎千秋氏）も参加した。茅ヶ崎

小学校は「仲よし学級（２学級）」を含め24学級，児童生

徒数775名，他に「ことばの教室」があり，他学校からの

通級指導を行っている小学校である。学校，家庭，地域に

おける学びの共同体の実現を目指す茅ヶ崎市の「茅の響き

あい教育プラン」の下，「心身ともにたくましく，自ら学

ぶ，心豊かな子どもの育成」と「いい学校とは，を問い続

ける学校」を教育目標としている。さらに，近隣の茅ヶ崎

養護学校と連携を図り，ケース会を開催したりして校内に

おける児童の特別支援体制の充実を図っている学校である。

　学校の施設，授業の参観の後，特別支援教育の状況に関

し茅ヶ崎小学校の範囲ばかりではなく，市，県，国レベル

での質疑応答が行われた。実地体験に基づいて行われたこ

こでの話し合いは，その後のセミナーの展開に大いに役立

つこととなった。

　このような，施設見学やそこでの質疑応答，２回にわた

る外国参加者とのセミナー打ち合わせ等一連の活動は，本

セミナーにおけるプレカンファレンスと位置づけられてい

る。

（５）基調講演
　12月４日の午後，開会式に引き続き，財団法人教育調

査研究所研究部長の寺崎千秋氏（前全国連合小学校長会会

長）による基調講演が行われた。テ－マは「公立小学校に

おける特別支援教育の現状と課題」で，全国連合小学校長

会会長としての役職柄，現在我が国で進められている教育

改革に関すること，さらに東京都立小学校長在任中の体験

等を踏まえながら日本の小学校における特別支援教育の課

題について大所高所からの話があった。

　この基調講演の内容は，既にプレカンファレンスを行っ

た外国参加者ばかりではなく国内からの一般の参加者にも

興味深く受け止められた。

（６）国際比較報告
　基調講演に続き，本研究所徳永豊総括研究員から本研究

所における国際比較研究活動の報告ならびに参加各国の教

育や障害児の教育の現状に関し，国立特殊教育総合研究所

が現在行っている外国調査の結果を踏まえての報告が行わ

れた。

（７）各国報告
　12月４日の午後から６日の午前にかけて，日本を含む

14カ国の参加国代表により，本年度のテーマに基づく国

別の報告が行われた。

　以下に，発表者の氏名・所属を示す。

オーストラリア

　Mr. Peter Davis（イプスウィッチ特別学校長）

バングラデシュ

　Mr. Kazi Sayla Yasmin（教育省補佐官）

中　国

　�Ms. Yunying Chen（中央教育科学研究所主任研究官・

学術委員）

インド

　�Ms. Neerja Shukla（国立教育研究・研究所・スペシャ

ルニーズグループ長）

インドネシア

　�Ms. Ucu Suhermina（教育省初等中等教育部特殊教育担

当官初等・中等教育担当官長）

日　本

　�松村勘由（国立特別支援教育総合研究所教育研修情報部

総括研究員）

　�横尾　俊（国立特別支援教育総合研究所教育研修情報部

研究員）

マレーシア

　�Mr. Mohamad Nor Bin Mohamad Taib（教育省特殊教

育部研修・支援サービス課長）

ネパール

　�Mr. Arun Kumar Tiwari（教育体育省教育局インクルー

シブ教育課次長）

ニュージーランド

　�Mr. Murray Roberts（教育省特殊教育グループカンタベ

リー地方事務所マネージャー）

パキスタン

　Ms. Naeema Bushra Malik（国立特殊教育研究所次長）
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フィリピン

　�Ms. Darlene D. Echavia（フィリピン大学特殊教育学部

准教授）

韓　国

　Ms. Hae-Kyung Kang（韓国国立特殊教育院研究員）

スリランカ

　�Mr. Hetti Pathirage Nimal Lakshman（教育省特殊教育

部長）

タ　イ

　Mr. Sommart Traiwicha（セッサティアン聾学校校長）

　また，日本側の発表は本研究所松村勘由総括研究員，横

尾俊研究員により，「地域に根ざした学校～連携をつぐむ。

コミュニティーの再構築」という観点からの報告が行われ

た（写真２）。この報告は，本研究所におけるプロジェク

ト研究の結果も参考にしたものであった。

（８）総括協議
　最終日の12月６日に，各国報告を踏まえて総括協議が

行われた。総括協議では各国それぞれセミナーにおいて討

議された内容について持ち帰り，各国の現状に応じてその

実現化を目指すという考え方に基づき，以下に示す枠組み

でセミナーのまとめや協議を行った。

　①�　各国参加者がそれぞれ「どのような共通の体験をし

たか」

　②�　各国参加者がそれぞれ「どのような新しい体験をし

たか」

　③�　各国参加者がそれぞれ「どのような学ぶべき体験が

あったか」

　④�　各国参加者がそれぞれ「将来に向けてどのような示

唆を得たか」

３　おわりに

　本年度は昨年度から新たに行っているプレカンファレン

スを充実させることこと，セミナーテーマの意図を明確に

するため外国参加者の報告内容に関し事前の打ち合わせを

頻回に行うこと等を通じ，セミナーの展開についてさらな

る充実をめざした。

　次回のセミナーでは今回のセミナーの結果を基に，連続

性のあるテーマを設定する，本研究所の研究成果を生かし

た日本側報告を行う，外国参加者との十分な打ち合わせや

共通理解を行う，国内向けのより一層の広報活動を行う等

の活動を通じ，より充実したセミナーの展開を図っていき

たいと思っている。

写真２　日本側代表者発表
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Report of the 27th Asia -Pacific International Seminar on

Education for Individuals with Special Needs 

Ken Sasamoto
Department of Policy and Planning

Summary
　National Institute of Special Needs Education held the 27 th Asia-Pacific International Seminar on Education for 

Individuals with Special Needs over four days at Yokohama Symposia. During the pre-conference held on the day prior 

to the seminar, I accompanied the delegates on a tour of the facilities and took part in information-sharing based on 

the upcoming country reports and discussion. The theme for this year's seminar was “School Management Concerning 

Collaboration with Social Resources in the Community, Its Approaches and Problems” with a view to focusing on 

“collaboration between schools and communities”. The participants came from fourteen countries including Japan, namely 

Australia, Bangladesh, China, India, Indonesia, Malaysia, Nepal, New Zealand, Pakistan, the Philippines, Republic Korea, 

Sri Lanka and Thailand. In all, these participants, including the participants from Japan, numbered a total of around 210 

people over the course of the seminar. The seminar consisted of a keynote speech, an international comparative report, 

country reports and a discussion session. In particular, the discussion session held on the final day of the seminar sparked 

a lively exchange of opinions based on questions and answers to the country reports and the tour of facilities, with the 

delegates all giving input from the perspective of the situation in their own country.
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１　はじめに

　我が国は，これまでに，行政による様々な制度やシステ

ムを築いてきた。

　地域社会の在り方も，様々なニーズを地域住民が助け合

う関係から，行政による地域のシステムとして充実させる

方向を辿るようになっている。

　しかし，地域のそれぞれのシステムが単一の機能とし

て，地域に分散し，ニーズに対応した行き届いたサービス

に果たせない状況がある。障害のある子どものへの支援に

ついても同様である。

　こうした背景の中，障害のある子どもへの支援を充実さ

せるために，学校，病院，療育機関など地域のシステムに

関わる人たちが協働し，共に助け合う新たな地域社会の構

築をめざす取組が試みられている。

　このように，障害のある子どもを支える教育，福祉，医

療，保健などの地域システムの連携の必要性が提起されて

いる。

　障害のある子どもにとって，地域社会の有り方は重要で

ある。また，共生社会を実現するための学校教育の役割は

大きい。

　学校は，地域の中核の一つとして，地域のシステムと協

働し，障害のある子どもを支えていくための地域社会の礎

となるように，その教育的な機能を一層充実させていくこ

とが必要である。

　今，学校に求められていることは，地域に開かれた学校

づくり，関係者間の連携で行うより協働的な学校づくりで

ある。

２　地域社会と学校・子ども

　子どもは，地域社会に生まれ，地域社会に育ち，地域社

会を支えていく。

　子どもは，地域の学校で教え育くまれ，大人になってい

く。大人になった子どもも，また，自分の子どもの教育を

学校に託していく。学校は，地域の教育を支え，また，地

域によって支えられながら，地域に生きる人たちの世代を

繋いできた。

（１）学校制度と地域社会
　我が国の学校教育は，近代国家の草創期に国の教育制度

の基となった学制発布（1872年）から130年余りの歴史

を辿っている。太平洋戦争の終結以後，教育の民主化政策

の中で，教育委員会の仕組みが整備され，中央集権から地

方分権による教育制度への歩みを辿ってきたが，いずれの

時代にあっても，地域によって支えられ，地域の教育の場

として機能してきた。

（２）学校と地域
　学校は，子どもたちの学びの場であるとともに，地域の

人たちの集いの場でもあった。　運動会，学芸会，展覧会

など行事を通し，学校は，地域のスポーツ・文化の中心と

しての役割も担ってきた。

　子どもは，地域社会の形成者として大切にされ，地域社

会は，子ども達を教え育み，その営みは，時代を越え，次

の世代に受け継がれ，学校は，地域の教育・文化の中心に

位置付いてきたといえる。
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３　障害者施策の基本と教育

　国の障害者対策に関する基本計画（平成14年12月24日

に策定された新障害者基本計画及び重点施策実施５か年計

画－新障害者プラン－）では，「リハビリテーション」と

「ノーマライゼーション」の理念を掲げ，障害の有無にか

かわらず，国民誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う

「共生社会」の実現を目指すとしている。

　また，国は，障害者のための基本施策に関する基本的事

項を障害者基本法（平成16年６月改正）に定め，すべて

障害者は，個人の尊厳が重んぜられ，その尊厳にふさわし

い生活を保障される権利を有すること，すべて障害者は，

社会を構成する一員として社会，経済，文化その他あらゆ

る分野の活動に参加する機会を与えられること，何人も，

障害者に対して，障害を理由として，差別することその他

の権利利益を侵害する行為をしてはならないことなどの理

念を示し，この理念を実現するための教育の役割につい

て，国及び地方公共団体は，障害者が，その年齢，能力及

び障害の状態に応じ，十分な教育が受けられるようにする

ため，教育の内容及び方法の改善及び充実を図る等必要な

施策を講じなければならないこと，　国及び地方公共団体

は，障害者の教育に関する調査及び研究並びに学校施設の

整備を促進しなければならないこと，国及び地方公共団体

は，障害のある児童及び生徒と障害のない児童及び生徒と

の交流及び共同学習を積極的に進めることによつて，その

相互理解を促進しなければならないことなどを定めた。

　このような背景の中で，障害のある子どもの教育の理念

と制度の見直しが行われた。

４　障害のある子どもの教育の理念と制度の転換

　障害のある子どもの教育は，これまでの障害の程度等に

応じ特別の場で指導を行う特殊教育から障害のある児童生

徒一人一人の教育的ニーズに応じて適切な教育的支援を行

う特別支援教育へのと理念の転換を図り，その制度の整備

を順次進めてきた。

（１）障害のある子どもの教育の理念
　平成15年３月の「今後の特別支援教育の在り方につい

て（最終報告）」では，特別支援教育について，「障害の程

度等に応じ特別の場で指導を行う『特殊教育』から障害の

ある児童生徒一人一人の教育的ニーズに応じて適切な教育

的支援を行う『特別支援教育』への転換を図る。」と説明

されて，その理念の下で障害のある子どもの教育制度改革

が実施された。

（２）障害のある子どもの教育の制度
　平成19年４月には，学校教育法が改正され，これまで

の特殊教育から特別支援教育への制度の転換が行われた。

　小・中学校での障害のある子どもの教育が明確に位置付

けられ，これまでの盲・聾・養護学校は，特別支援学校と

して，地域の障害のある子どもの教育に関するセンター的

機能を担うこととされた。

５　特別支援教育を支える仕組み

　平成15年３月の「今後の特別支援教育の在り方につい

て（最終報告）」では，「特別支援教育とは，これまでの特

殊教育の対象の障害だけでなく，その対象でなかったLD，

ADHD，高機能自閉症も含めて障害のある児童生徒に対し

てその一人一人の教育的ニーズを把握し，当該児童生徒の

持てる力を高め，生活や学習上の困難を改善又は克服する

ために，適切な教育や指導を通じて必要な支援を行うもの

である。」としている。

　また，特別支援教育を支えるために，次のような仕組み

が示されている。

（１）一人一人の教育的ニーズに対応するための「個別の
教育支援計画」の策定

　個別の教育支援計画は，障害のある児童生徒を生涯にわ

たって支援する視点から，一人一人のニーズを把握して，

教育，医療，福祉等の関係機関の関係者，保護者の連携に

よる適切な教育的支援を効果的に行うため策定する。

（２）校内外の関係者をつなぐ「特別支援教育コーディネー
ター」の指名

　特別支援教育コーディネーターは，校内や福祉，医療等

の関係機関との間の連絡調整役として，あるいは，保護者

に対する学校の窓口として，校内の関係者や関係機関との

連携協力の強化を図るためのものである。

（３）地域の関係機関との連携を推進する「特別支援連携
協議会」等の設置

　特別支援連携協議会は，一定規模の地域毎に，特別支援

学校や小・中学校，医療・福祉機関等の専門機関が連携協

力し，地域全体で支援するための教育や福祉等を含めた部

局横断型の組織である。

　特別支援教育は，LD，ADHD，高機能自閉症等の発達

障害を含め，障害のある児童生徒一人一人の教育的ニーズ

に対応した教育を校内外の資源を活用し，学校職員のチー

ムワークと地域機関のネットワークで行う教育であるとい

える。



－�－

図１　特別支援教育を支える仕組み

６　特別支援教育体制の進捗

　国は，平成15年度より，特別支援教育体制の整備を進

めてきた。

　各小・中学校に特別支援教育を進めるための校内委員会

を設置すること，また，特別支援教育コーディネーターを

指名することを進め，平成19年度には，ほとんどの学校

でこれらの仕組みが作られている。

　各都道府県では，障害に関わる判断や教育的対応につい

ての専門的な意見を提示するなどの役割を担う専門家チー

ムの設置や対象となる児童生徒や学校のニーズの把握と指

導内容・方法に関する助言，校内の支援体制づくりへの助

言などを担う巡回相談員の委嘱を行ってきた。

　また，市区町村では，各小・中学校で，障害のある子ど

もやその学級を支える介助員や学習支援員を配置するな

ど，障害のある子どもへの支援を行うための取組を行って

きた。

　特別支援学校では，地域の特別支援教育に関するセン

ター的機能を担うことが明確に位置付けられ，小・中学校

等の教員への支援，小・中学校等の教員に対する研修協力，

特別支援教育等に関する相談・情報提供，福祉，医療，労

働などの関係機関等との連絡・調整などの取組が進められ

ている。

　また，各小・中学校に設置されている特別支援学級や通

級指導教室でも，発達障害を含む障害のある子どもの支援

資源としての活用が進められている。

７　�小・中学校での障害のある子どもの教育と
校内支援体制の整備

　小・中学校における障害のある子どもの教育は，これま

で，通常の学級で留意して指導すること，小・中学校に設

置された特別支援学級で特別の教育課程を編成して行うこ

と，通常の学級で指導を行いながら，障害の改善克服に必

要な内容を通級指導教室で行うなどの取組が進められてき

たが，これまでの取組に加えて，担当する教員だけでな

く，校内の全教職員が協働して子どもへの指導支援を行う

ための校内支援体制の整備が進められている。

（１）校内委員会の設置
　校内における全体的な支援体制を実現するために設置さ

れるのが校内委員会である。校内の関係職員で構成され，

障害のある子どもなど特別な教育的支援が必要な子どもの

実態把握，指導の手立てや支援策を検討，個別の指導計画

や個別の教育支援計画を検討・作成，外部機関との連携や

専門家チームや巡回相談員，介助員や学習支援員の活用の

検討などの取組を行っている。

（２）特別支援教育コーディネーターの指名
　校内の関係者や関係機関との連携調整や保護者の連絡窓

口となるのが特別支援教育コーディネーターである。

  特別支援教育コーディネーターは，学校内の関係者や外

部の関係機関との連絡調整，保護者に対する相談窓口，学

級担任への支援，校内委員会の運営，校内研修会の企画，

地域保護者への啓発など活動を通し，各学校での特別支援

教育を推進する役割を担っている。

地域の支援校内の支援

医療・福祉・労働等専門機関

（広域）特別支援連携協議会
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[ 個別支援の流れと特別支援教育コーディネーターの役割 ]（小・中学校の例）
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図２　特別支援教育コーディネーターの活動と役割



－�－

（３）通級による指導や特別支援教室などの校内支援資源の活用
　障害のある子どもの個別的な支援は，学級担任による配

慮や指導だけでなく，校内職員で構成される特別支援教

室，チームティーチング，通級指導教室，介助員や学習支

援員，教育ボランティアなどさまざまな資源を活用した取

組が行われるようになってきた。

８　�小・中学校での障害のある子どもを支える
地域社会・地域資源との連携

　子どもは，地域に生まれ，地域社会に育ち，地域社会の

担い手となっていく。障害のある子どもも，また，同様で

ある。

（１）障害のある子どもを支える地域資源
　障害のある子どもは，教育だけでなく，地域の医療，福

祉，保健などのシステムの支えが不可欠である。各地域に

は，地域の人たちを支える様々な支援システムが機能して

いる。障害のある子どもは，そのそれぞれの資源を活用

し，支えられる必要がある。学校は，それらの地域資源と

連携し，障害のある子どもを多側面から支えることが求め

られているといえる。

図３　学校を取り巻く地域資源

（２）障害のある子どもを支える地域社会
　今，地域社会は，様々に変化し，その機能や在り方が問

われている。

　これまで，地域社会が担っていた支援機能が地域の行政

のシステムとして実現されつつある。それにしたがって，

地域に住む人たちの人間関係が希薄になっているとも言わ

れている。同じ地域に住む人達が集い助け合うコミュニ

ティーが成立しにくくなっているともいわれている。その

教育・福祉などの多くが行政システムに委ねられて，地域

に住む人たちの心の絆も取り結びにくくなってきている。

　こうしたことを背景に，障害のある子どもを支えるため

の地域での取組について考えてみた。

　Ａ市は人口が６万人程度の小さな自治体であった。Ａ市

とＡ市を取り巻く地域には，特別支援学校，病院，療育機

関など，教育，医療，福祉の様々な領域でのシステムが整

備されていた。しかし，それぞれのシステムが単独に活動

していることで，障害のある子どもを支える機能が十分に

は実現できていない状況にあった。

図４　地域資源ネットワーク

　今から４年程前，学校教員の教育研究会を核として，

「学校と保護者」，「保護者と病院」，「学校と教育委員会」，

「保護者と地域の福祉法人」など，それぞれのネットワー

クが連結して，障害に優しい街作りネットワークの仕組み

が作られた。

　小学校では，指導に関わる知見が欲しい。特別支援学校

では，教育や指導を地域での暮らしにつなげたい。福祉で

は，本人・保護者のニーズを確認したい。医療では，診断・

治療後の障害のある子どもを地域や家庭への暮らしにつな

げたい。保護者は，子ども達が自立して暮らせる町つくり

を進めたいというそれぞれの立場での必要感が基となり，

障害のある子どもへの支援をつなぐことを通して，障害の

ある子どもや障害のある人たちが生活しやすい町づくりの

ネットワークが作られた。

９　�地域資源と連携した障害のある子どもため
の学校運営　－工夫と課題－

　我が国においては，高度成長期以後，産業構造などが変

化する中，地域社会の在り方も，これまでの地域住民が助

け合う関係から，必要なサービスを制度やシステムとして

充実させる方向を辿るようになっている。
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　しかし，制度やシステムが整備される中で，それぞれの

制度やシステムが単一の機能として，地域に分散し，必ず

しも，行き届いた住民への支援機能を果たせないという状

態がある。

　こうした背景の中で，障害のある子どもへの支援を充実

させるために，地域の教育，福祉，医療，保健などの機関

相互の連携の必要性が提起されている。

　Ａ市の実践は，地域の支援システムが相互に繋がり合

い，障害のある子どもにも暮らしやすい町づくりを目指し

たものである。

　地域のシステムに関わる人たちのそれぞれのネットワー

クを通して，地域に新たなコミュニティーをつくろうとす

る取組である。

　特別支援教育の理念を実現するためには，学校が変わら

なくてはならないと言われている。障害のあるなしに関わ

らず，地域に生まれ，地域に育ち，地域を支えていく子ど

も達を教え育む学校が，地域に開かれ，地域の人たちや地

域の関係者とともに，より協働的な教育文化を構築してい

くことが必要である。

　特別支援教育コーディネーターは，学校長の権限とリー

ダーシップの支えを受けながら，地域社会や地域資源と連

携し，障害のある子どもたちを支えていくキーパーソンと

してその役割を期待されている。

10　まとめ

　我が国は，障害の有無にかかわらず，国民誰もが相互に

人格と個性を尊重し支え合う「共生社会」の実現を目指し

ている。

　障害のある子どもも，地域に生まれ，地域で育まれ，地

域に支えられながら生きていく。

　子どもは，地域社会の形成者として大切にされ，地域社

会は，子ども達を教え育み，その営みは，時代を越え，次

の世代に受け継がれ，学校は，地域の教育・文化の中心に

位置付いてきた。

　障害のある子どもにとって，地域社会の有り方は重要で

ある。共生社会を実現するための学校教育の役割は大きい。

　学校は，地域の中核の一つとして，地域のシステムと協

働し，障害のある子どもを支えていくための地域社会の礎

となるように，その教育的な機能を一層充実させていくこ

とが必要である。

　今，学校に求められていることは，地域に開かれた学校

づくり，関係者間の連携で行うより協働的な学校づくりで

あると考える。

文献
１　国立特殊教育総合研究所：特別支援教育コーディネー

ター実践ガイド．2006

２　国立特殊教育総合研究所：平成16年度国立特殊教育

総合研究所セミナーⅠ資料．2004

The 27th Asia -Pacific International Seminar on Education for 
Individuals with Special Needs

－Schools rooted in the Community, Developing Partnerships; Rebuilding the Community－

Kanyu Matsumura
（Department of Teacher Training and Information）

Shun Yokoo
（Department of Teacher Training and Information）

Summary
　For children with disabilities, the role of the community is vital. School education also plays an important role in 

realizing an inclusive society. Schools need to enhance their educational functions so that they can be a platform for the 

local community to support these children while working in collaboration with local systems. Now schools are expected 

to make themselves more open to the community and more collaborative with other related parties. In this report, we will 

discuss how schools and the community can work together to support education for children with disabilities in Japan.

Key Words: Special needs education,　School management,　Community,　Social resources
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１　はじめに

　独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（NISE：日

本）と韓国国立特殊教育院（KISE：韓国）では，平成７

年（1995年）に締結された協定に基づき，「日・韓特殊教

育セミナー」を毎年開催し，今年度で７回目を迎えること

になる。本セミナーの目的は，日本及び韓国における特殊

教育（我が国では特別支援教育）に関する政策やその実施

状況，現状の成果と今後の課題等について，情報交換，協

議を行うことにより，両国の障害のある子どもの教育実践

の向上，協力関係の拡大を目指している。

　今回は，「日・韓におけるインクルーシブな教育を目指

した動向について」をテーマに，独立行政法人国立特別支

援教育総合研究所を会場に開催された（図１）。

２　セミナーの概要

（１）目的
　本セミナーは，独立行政法人国立特別支援教育総合研究

所と韓国国立特殊教育院との協力協定に基づき，定期的に

開催することにより，両国の特殊教育（特別支援教育）の

発展に寄与するものである。

（２）今回のテーマ
　「日・韓におけるインクルーシブな教育を目指した動向

について」

　主題１：政策的動向

　主題２：教育実践（学校・学級経営）

　主題３：指導実践・研究事例

　

（３）日程
　平成19年３月21日（水）～24日（土）

　　21日（水）韓国側参加者　日本到着

　　22日（木）神奈川県鎌倉市立御成小学校見学

　　23日（金）第７回　日・韓特殊教育セミナー
　　　　　　　（於：国立特別支援教育総合研究所）
　　24日（土）帰国

（４）参加者
＜日本側＞
　笹森　洋樹　教育支援研究部総括研究員

　小林　倫代　教育相談部総括研究員

　海津亜希子　企画部研究員

　玉木　宗久　教育支援研究部研究員

＜韓国側＞
　李　　孝子　韓国国立特殊教育院　院長

　姜　　景淑　韓国国立特殊教育院　研究官　

　明　　善玉　木浦任城初等學校　教頭

（５）プログラム
９:50　開会の挨拶
　日本側：理事長　小田　豊

　韓国側：韓国国立特殊教育院　院長　李　孝子

10:10　発表Ⅰ：主題１　施策的動向
　韓国側：李 　孝子

　　「韓国のインクルーシブ教育における実態と展望」

　日本側：笹森　洋樹

　　「�日本におけるインクルーシブな教育を目指した教育

施策の動向」

13:00　発表Ⅱ：主題２　教育実践（学校・学級経営）
　韓国側：姜　 景淑

　　「一般学級における特殊教育対象児童への教育支援」

　日本側：小林　倫代

　　「�インクルーシブな教育を目指した学校，学級経営の

実際－小学校の実践事例－」

15:00  発表Ⅲ：主題３　指導実践・研究事例
　韓国側：明　 善玉

　　「�教育課程への支援プログラム適用を通じたインク

ルーシブ教育の活性化」

第一部　セミナー等報告

第７回　日・韓特殊教育セミナー報告

笹  森  洋  樹  ・  小  林  倫  代  ・  海  津  亜希子  ・  玉  木  宗  久
（教育支援研究部）　   （教育相談部）　　　     （企画部）　　　（教育支援研究部）

要旨：独立行政法人国立特別支援教育総合研究所（NISE：日本）と韓国国立特殊教育院（KISE：韓国）で

は，日本及び韓国における障害のある子どもの教育実践の向上，協力関係の拡大を目的として「日・韓特殊

教育セミナー」を毎年開催している。第7回目の今回は，「日・韓におけるインクルーシブな教育を目指し

た動向について」をテーマに，政策的動向，教育・指導実践の発表及び協議が行われた。
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　日本側：海津亜希子　

　　「�実践研究　学習につまずきのある子どもへの通常の

学級での支援－個別の指導計画をもとに－」

　日本側：玉木　宗久

　　「�調査研究　通常の学級における配慮の実施可能性に

関する調査」

16:40　総括討議（図４）
17:00　閉会

３　発表の概要

（１）主題１：政策的動向

１）「韓国のインクルーシブ教育における実態と展望」
発表者： 李　孝子

ア　韓国におけるインクルーシブ教育の実態
　2001年の国立特殊教育院（KISE）の研究によれば，障

害児童の出現率は全体学生数の2.71％。インクルーシ

ブ教育環境において教育を受けている障害のある学生数

は，2006年現在62,538名おり，そのうち11％は一般学

級，52％は特殊学級，37％は特殊学校に配置されている。

特殊教育対象学生の学校別現況では，幼稚園（3,243名，

５％），小学校（32,263名，52％），中学校（13,972名，

22％），高校（13,060名，21％）であり，インクルーシ

ブ教育は主に小学校と中学校において実施されていること

がわかる。インクルーシブ教育を受ける学生数は毎年増加

している（図２）。

イ　インクルーシブ教育を進めるために
　韓国には180の地域教育庁が設置されており，必要な特

殊教育専門家を配置し，インクルーシブ教育を奨励してい

る。各学校では施設を整備し必要な教育資料も具備してい

る。

　インクルーシブ教育の担当教員には，少人数学級，イン

クルーシブ教育関連の教育に参加できる機会，昇進に必要

な加算点の付与などの便宜が図られる。

　インクルーシブ教育を成功させるためには，一人一人の

障害への認識を向上させることが重要である。父兄に対し

て障害認識改善活動を提供している学校は全体の22.1％，

一般児童に対する障害認識改善活動を提供している学校は

全体の80.5％にあたる。

ウ　インクルーシブ学級における教育
　インクルーシブ学級では，父兄の意見を反映して，特殊

教員とインクルーシブ学級担当教員がＩＥＰを作成する。

次に，個々の障害児童の学習能力と適応能力目標，不適切

な行動に対する対応について，一般教育課程に適用し，イ

ンクルーシブ教育課程の再編を図る。ほとんどの学校にお

いて，担当教員だけでなく様々な教員が発達事項を点検

し，評価している。

エ　インクルーシブ教育の発展を支援する国家施策
　第一に，教育施策は，インクルーシブ教育において特殊

教育を受けられる機会の拡大し，保障する。特殊学校や特

殊学級の設立や家庭教育を受けている障害児童の学習機会

の提供，特殊教育の診断体制，インクルーシブ教育機会の

拡大，高等教育と成人教育の拡大も図ろうとしている。第

二に，教育方法の多様化と改善を通じた特殊教育の質的向

上である。第三に，教員の専門性と特殊教育への責務性の

強化，第四に，特殊教育の伝達と支援体制の改編。そして

第五に，国立特殊教育院による支援の強化である。

オ　まとめ
　韓国は1990年代初頭からインクルーシブ教育を奨励し

ている。障害児童は一般児童との相互作用を通じて社会へ

の適応力を伸ばし，一般児童の人格形成の発達にも役立っ

ている。

　最後に，韓国におけるインクルーシブ教育を一層発展さ

せるためには，障害児童をできるだけ早期に把握し，幼稚

園在学中から交流を強化すること，一般学級内における支

図１　国立特別支援教育総合研究所にて

図２　李　孝子（韓国）発表：主題１　政策的動向
「韓国のインクルーシブ教育における実態と展望」
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援体制を強化すること，関連施策の立案のために障害児童

の父兄の意見等をとりまとめることを考慮する必要がある。

２）「日本におけるインクルーシブな教育を目指した教育
施策の動向」� 発表者：笹森　洋樹
ア　日本における障害のある子どもの教育の現状と課題
　2007年より障害の程度等に応じ特別の場で指導を行う特

殊教育から，障害のある子ども一人一人の教育的ニーズに

応じて適切な支援を行う特別支援教育への転換が図られた。

　これまでの特殊教育では，盲・聾・養護学校及び小・中

学校の特殊学級，通級による指導において，きめ細かな教

育が行われてきており，養護学校や特殊学級に在籍する子

どもの数，通級による指導を受けている子どもの数は年々

増加している。2006年５月１日現在，特殊教育を受けて

いる幼児，児童，生徒数は約237,000人，このうち義務

教育段階では約190,000人（全学齢児の約1.7％）である。

また，盲・聾・養護学校の小学部・中学部では，約43.1％

が重複障害学級に在籍し，障害の重度・重複化に伴い，福

祉・医療・労働等との密接な連携が求められている。小，

中学校の通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要と

する子どもについては，文部科学省が2003年に全国調査

を行い，ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等により学習面や

行動面で支援を要する子どもの割合が6.3％となっている。

イ　特別支援教育に関わる制度の改正
　特別支援教育に関わる制度改正の主な内容は以下の通り

である。障害種別を超えた特別支援学校制度の創設，特別

支援学校のセンター的機能の充実，小・中学校における特

別支援教育の推進，専門性を確保する特別支援学校教員免

許状，ＬＤ，ＡＤＨＤを新たに対象とするなど通級による

指導の拡充等である。

ウ　小・中学校における特別支援教育の体制づくり
　文部科学省は，2004年に「小・中学校におけるＬＤ（学

習障害），ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害），高機能自閉

症の児童生徒への教育支援体制の整備のためのガイドライ

ン（試案）」を発表し，体制づくりのために以下のような

指針を示している。

　・学校全体で組織として取り組むための校内委員会

　・連絡調整役となる特別支援教育コーディネーター

　・専門的な支援を行う専門家チーム，巡回相談

　・地域のネットワークとなる広域特別支援連携協議会

　・個別の教育支援計画，個別の指導計画

エ　インクルーシブな教育をめざして
　通常の学級においては，学級担任や教科担任が重要な役

割を担う。個別の指導計画に基づき，特別な教育的支援の

必要な子どもへの配慮・指導を行うにあたっては，学級が

落ち着いて学習できる環境にあること，そして学級の子ど

もたち同士がお互いに支え合う学級集団であることが大切

である。わかりやすい授業と学びやすい環境が保障された

しっかりした学級経営が基本となる。

　より一人一人の教育的ニーズに応じた教育を保障するた

めには，今後，ＴＴ（ティーム・ティーチング）による指

導，少人数制や習熟度別指導の実施，また，学習支援員や

教育ボランティアの活用，個別的な指導の場としての通級

による指導，専門性を活かした特別支援学校教員による巡

回指導など，支援の場や教育形態についても，柔軟なそし

て弾力的な取り組みを積極的に行うことが求められる。

　国は，すべての障害のある子どもが通常の学級に在籍

し，障害の状態に応じ必要な教育的支援を受けることがで

きる特別支援教室構想の具現化に向けて動いている。

オ　まとめ
　特別な教育的支援の必要な子どもに対するわかりやすい

支援は，他の子どもたちにもわかりやすい支援である。特

別支援教育の充実は，子どもたちがお互いを理解し，良さ

を認め，差え合う学校づくりになり，そして，いじめや不

登校，学級崩壊等の様々な課題を学校全体で解決していく

システムをつくっていくことになる。

（２）主題２：教育実践（学校・学級経営）

１）「一般学級における特殊教育対象児童への教育支援」
発表者：姜　 景淑

ア インクルーシブ教育の展開
　韓国では，1990年代初頭まで全日制の特殊学級より時

間制の特殊学級の運営に力を入れ，物理的なインクルーシ

ブが進められ，90年代中盤には障害者に合ったプログラ

ム，人間関係形成を重視したプログラムなど社会的インク

ルーシブに関するプログラムが開発されてきた。最近で

は，一般学校における教育課程へのアプローチを中心とし

た教育課程のインクルーシブ，障害児童の「意味のある」

授業への参加が重視されている。

イ�　国立特殊教育院におけるインクルーシブ教育支援研究
および資料開発

　韓国ではこれまで，物理的なインクルーシブだけでは実

現が困難な障害児教育の質を向上させるためには，教育課

程のインクルーシブが重要であり，教育課程の修正及び指

導プログラムの開発に関する様々な研究に取り組んできた

が，インクルーシブ学級の教員が授業内容や構造，方法な

どをどのように修正すればよいのか具体的な手引きやモデ

ル，指針等が開発されていなかった。

　国立特殊研究院では，2000年「特殊学級における教育

課程の編成と運営」において，特殊学級における教育課程

の効率的な編成・運営のための方案とインクルーシブ学級
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と特殊学級の関係づくりの研究を行った。2003年に「イ

ンクルーシブ学級運営における実態分析の研究」を通じ

て，小・中学校におけるインクルーシブ教育の実態が報告

されたのを受け，2005年「障害児童の教育課程インクルー

シブのための教科別授業の適用方法に関する具体案－小学

校の道徳，社会，科学の教科を中心に－」の研究を行い，

2006年「小学校特殊教育対象児童のための３～６年生の

教科別教育課程における運営資料」を開発し，ＣＤを全国

の小学校に普及させた。2007年は「中学校と高校の生徒

を対象としたインクルーシブ教育支援指導－学習資料」を

開発している。情報運営課ではインターネットを通じてイ

ンクルーシブ教育のプログラムを提供している。

ウ�　インクルーシブ教育の変化要因と一般教員によるイン
クルーシブ教育のための努力

　障害児童が物理的インクルーシブにとどまらず，社会

的・教育課程上意味のあるインクルーシブが行われるため

には，インクルーシブ学級の教員には，物理的・社会的な

学級環境づくりや積極的努力に基づいたより具体的で個別

化された指導内容・方法の修正など様々なアプローチが求

められる。

エ　特殊教員によるインクルーシブ学級の支援と協力
　通常の学級に設置されている特殊学級では，障害児童の

教育課程インクルーシブのために，教員間に様々な協力体

制を構築しており，年間計画に位置づけられている学校も

ある。

　通常の小学校にインクルーシブされた障害児童について

は，一般教員と父兄は情報を共有する必要がある。ある学校

では，特殊学級とインクルーシブ学級，家庭が情報交換を行

い，共有化するための分かち合いの手紙を活用している。

　インクルーシブ教育を成功させるためには，教員のイン

クルーシブ教育に対する肯定的な認識と態度が欠かせな

い。そして，一般教員と特殊教員の相互協力が必須の要素

となる。

オ　今後の政策支援
　米国，英国，オーストラリアでは，インクルーシブ教育

支援のために人員配置が行われている。韓国でも準備段階

にある特殊教育振興法の改正案及び第３次特殊教育発展総

合計画の主要課題として，インクルーシブ教育支援を専門

的に担当する特殊教員の配置を検討している。資格と役割

など特殊教員の養成システムの改善が重要な課題である。

２）「インクルーシブな教育を目指した学校，学級経営の
実際－小学校の実践事例－」　　� 発表者：小林　倫代

　本稿では，特別支援学校から小学校に転校した自閉症児

の学校生活と校内支援体制の変遷について述べる。

ア　事例について

　在胎10か月，出生時体重2140g。２歳２か月時病院に

て自閉的傾向を指摘される。２歳４か月から保育園。並行

して４歳時に週１回，５歳時には週３回通園施設で生活訓

練を受ける。小学校３年生まで特別支援学校，４年生より

地域の小学校の通常の学級に転校する。日常生活動作に介

助は必要ないが，発語はなく，意思の伝達手段は動作や身

振りが中心。一度通った道順は覚えているなど視覚から入

る情報の記憶は良好である。

イ　転校にあたり
　就学指導は特別支援学校判断であったが，保護者の強い

希望もあり，次年度からの転校を前提に，居住地交流が始

まる。交流中は，特別支援学校の担任が付き添い，本児に

適したプリント学習を行うなどで授業に参加する。

ウ　学校に慣れるための１年目（小学４年生）
　前年度に居住地交流をしていたクラスに在籍，担任も前

年度の担任。校内組織として「児童指導部・障害児委員

会」が設置されたが，担任は所属せず，うまく活用されず

学校全体の取り組みには至らない。支援計画もなく，週８

時間級外３名の教師が学級支援を行うという対応がとられ

た。前年度に特別支援学校の教師が行った役割を保護者が

担い，不適応行動にも保護者が対応するという学校生活で

あった。

　そこで，１日のスケジュール表やコミュニケーションを

とるための写真カード等の活用を助言する。２学期には，

１日の見通しが持てるようになり，保護者と一緒に保健係

や給食当番ができるようになる。３学期に，本児のことや

保護者の思いを全職員に話す機会を持つことができ，次年

度につながるものとなった。学校生活には慣れてきたが，

常にそばにいる保護者を頼るため，担任や級外教師，級友

との関係は成り立ちにくかった。校内体制，授業中の課

題，保護者の対応が次年度の課題となった。

エ　学校生活を充実させる２年目（小学５年生）
　学級担任が一人で抱え込むことがないよう，児童指導部

が改編された。必要に応じて毎月の職員会議に知って欲し

い児童の様子を出し合うこと，地域や関係機関との連携を

図ることが示され，本研究所も関係機関として明記された。

　クラス替えがあり，担任も替わり，級外の教師１名が週

11時間かかわり，特別活動室での個別指導の時間も確保

された。特別活動室は，保護者の控え室にもなり，本児が

教室にいる時間が増えた。保健係の仕事が級友との交流の

場となり，写真カードによるやりとりも教師だけでなく級

友に広がった。また，不適応行動も少なくなった。

　前年度は，学級を学年で支えていたが，今年度は担任が

児童指導部のメンバーになり，話題提供しやすい環境も整

えられ，積極的に理解と協力を求める様子が見られた。

オ　支援の輪が広がった３年目（小学６年生）
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　担任，クラスとも変わらずに進級。級外の教師１名が理

科２時間，家庭１時間，図工２時間の週５時間，また，音

楽には担任が入り，ＴＴによる指導時間は週８時間となっ

た。１日のスケジュールに従い行動できるようになり，遠

足や校外学習も保護者の付き添いなしで参加できた。級友

との関係も受け身から能動的なものに変わっていった。ま

た，指導内容や指導方法を本児にニーズに合わせるため，

以前通っていた特別支援学校にも支援を求め，教材や課題

の提供のほか保護者の相談も依頼した。

　前年度は，学級を児童指導部が支えていたが，今年度

は，本児に限らず配慮を要する児童のことが児童指導部や

職員会議で話題提供されるようになった。また，特別支援

学校からの支援も受けられるようになった。

カ　学級経営で担任が留意したこと
　他の子どもと分けたり離したりして考えないように，ク

ラスの中の一人として指導していた。また，可能な限り他

の子どもたちと一緒に活動させることで，本児にもクラス

の子どもたちにも仲間意識を育てていった。一人一人の子

どもの個性として障害をとらえ，本児の状態に合わせた指

導や支援を考えるようにし，他の子どもと比較せず，持っ

ている力を引き出し伸ばし，自信と意欲を持たせるように

した。積極的に相談し，周囲からの助言を得るようにし

た。さらに，クラスの子どもたちをはじめ保護者，教職

員，関係機関の理解や協力を得るよう心がけていた。

キ　おわりに
　障害の有無にかかわらず，一人一人に応じた支援や配慮

は必要である。特別支援学級が設置されていないこの小学

校では，障害児の転校を契機に，関係機関等からの支援を

受けながら，教師同士の協力体制が高まり，校内支援体制

が整えられ，全教職員がすべての子どもをみていく意識が

高まったと考えられる。

（３）主題３：指導実践・研究事例

１）「教育課程への支援プログラム適用を通じたインク
ルーシブ教育の活性化」� 発表者：明　 善玉
ア　出発点
　インクルーシブ教育が成功するためには，インクルーシ

ブ学級に物理的に配置するだけでなく，個々に合った適切

な教育的サービスが重要である。インクルーシブ教育とい

う美名の下，担任教員は教育課程の運営による二重の負担

により教育に対する困難を感じ，一般の教育課程の中に特

殊教育対象児が放置されている現状がある。

イ　インクルーシブ教育のための教育課程の修正
　・教育課程の修正手順
　教育課程の修正目標は，第一に特殊教育対象児童の教育

課程のインクルーシブ化を進めること，第二に一般児童の

教育課程の適合性を進めることである。本校では，特殊教

育対象児童の教育課程を決定するにあたり，一般教育課程

と特殊教育対象児童の特別なニーズを組み合わせ，同じ課

題でも達成水準は別々に設定し，教育課程を修正した。

　・修正教育課程の作成
　特殊教育対象児童の一般教育課程へのアプローチのため

に修正した各教科単元の目標を，学級レベルにおいて，特

殊教員とインクルーシブ学級の担任教員の協力の下，教育

課程のインクルーシブを図りながら，個々のニーズに応じ

た授業が行えるよう修正教育課程を作成し適用した。

　・指導内容の修正
　特殊教育対象児童のインクルーシブ学級への授業参加の

ために修正された個々の学習目標を達成するために，修正

教育課程の内容と最大限の関連性をもつべきという側面

から，指導内容を修正し，朴スンヒ（梨花女子大，2003）

の指導修正案を参考に本校の実情に合ったものを作成し適

用した。

　・学習内容提示戦略の一環としての教科書内容の修正
　学習様式にともない学習内容の差別化は，学習内容水準

が高いのか低いのかという問題ではなく，学習内容の提示

方式を児童の学習様式に見合うよう提供することを意味す

る。児童の発達水準に合わせた表象形式（動作的，映像的，

象徴的様式）を使用すれば，どんな教科内容でも忠実に教

えられるという理論を土台に，教科書内容を修正した。

　・協力指導の実施
　本校では，インクルーシブ学級において，特殊教員と一

般教員が協力して授業を行う２教員制に基づく協力指導を

原則としている。第一に，特殊教員が行う週あたりの授業

数を確定する。第二に，学年ごとに特殊教育対象児童の特

性に応じて，授業科目と時間数，補助サポーターの活用，

特殊補助員の活用などの授業形態を確定する。２教員制の

場合は指導協力科目と時間数を決定する。第三に，２教員

制の場合は，授業進行において役割が変更できるようにす

る。２教員制でない学級では特殊教育補助員や補助サポー

ターを活用した協力指導ができるようにする。

　・�同学年児童による補助サポーター支援網の構成を通じ
た教育的相互作用の促進

　特殊教育対象児童と一般児童の教育的支援関係を向上さ

せるために，同学年児童との社会的関係を形成させること

が重要である。多様な価値ある役割，活動，環境に参加さ

せる支援手段としても重要であることから，同学年児童で

構成する活動プログラムを実施している。

　・教科書分析を通じた同学年児童の障害体験活動の展開
　自分と異なる人々を理解し，思いやりを持てる心を積極

的に養うために，全学年の教科を分析し，教育課程と関連
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した活動内容を選定し，全校生を対象に障害体験活動を展

開した。

ウ　運営の成果
　第一に，一般教員と特殊教員間の協力関係の形成によ

り，特殊教育対象児童に対する理解や教育課程に対する専

門性が向上し，インクルーシブ教育に対する否定的な考え

を変えていく契機になった。第二に，同学年児童との活動

を通じて，特殊教育対象児童に社会性の発達と不適応行動

の減少が見られ，一般児童は特殊教育対象児童に対して肯

定的な考えを持つようになり，彼らとの人間関係を形成す

ることで，自らの世界を省みて自分を発展させていくきっ

かけとなった。

　第三に，一般教育課程と連係した教育課程と協力指導の

適用を図ることで，特殊教育対象児童が一般児童と授業を

共に受けることによって，自信や所属意識をもつようにな

り，学習能力も向上した。

エ　おわりに
　３年間にわたる完全インクルーシブ教育を実施しながら

感じた点は，インクルーシブ教育は国家的な支援，教員，

父兄，児童，地域社会の理解と協力の水車が共に回ってこ

そ，すべての児童が共に幸せな学校教育を受けられるとい

うことを提起していきたい。

２）「実践研究：学習につまずきのある子どもへの通常の
学級での支援－個別の指導計画をもとに－」

                                   発表者：海津亜希子
ア　研究の概要
　学習，特に算数に顕著なつまずきのある子どもに対し

て，通常の学級の担任教師が個別の指導計画を作成し，そ

れに基づいた支援を通常の授業内で行った結果，対象の児

童だけでなく，教師自身，さらにはクラス全体に変容が見

られた。

イ　目的
　通常の学級において，特別な教育的ニーズのある子ども

（特に学習面）への支援とその効果について追究する。

ウ　方法
　特別な教育的支援の必要性を訴えた子どもは，小学校６

年生の児童Ｂ。担任教師は教職歴20年で，特別支援教育

の経験はない。児童Ｂは，校内委員会を経て，専門家チー

ムにおいて評価が行われた結果，ＬＤ（学習障害）と判断

された。心理及び学力アセスメントの結果，児童Ｂは全般

的な知的発達に遅れはなく，言語的な情報を処理する能力

も良好であったが，空間操作能力，短期記憶能力について

弱さが見られた。

　そこで，担任教師は外部の専門家らからコンサルテー

ションを受け，児童Ｂの個別の指導計画を作成した。個別

の指導計画に挙げられた目標は，児童Ｂ特有のものであっ

たが，その目標を達成するための支援は通常の授業内で行

われた。

エ　結果
　個別の指導計画で述べられた「支援」に関する内容では，

当初，「子どもの得意（不得意）なことを考慮して提供され

た支援」が約40％であったのに対し，最終的には約90％

にまで上昇した。同様に，「支援を考える際，用いる課題・

教具・教示などについても言及している」様子が，前半で

は約50％だったのに対し，後半では約80％まで上昇し，よ

り具体的な支援を明記した個別の指導計画に変化した。

　あわせて，個別の指導計画を作成した感想を担任教師に

インタビューした。具体的には，「あなたが個別の指導計

画に基づいて行った支援でよかったと思われるものは？」

という問いには，「身近な題材を取り上げたこと／例示す

る数を簡単にしたこと／グループを構成する際，メンバー

に配慮したこと／得意なことに関しては，その力を発揮で

きるようにしたこと」等が挙げられた。そして，「個別の

指導計画を立てみての感想は？」という問いに対し，本児

への対応という面では，「本児を細かくみるようになった

／本児への声かけを積極的に行おうという意識が高まっ

た」ということが挙げられた。また，個別の指導計画を

立てたことで，「個別の指導計画という記録を残すことに

よって，以前の様子や経過の振り返りができた／自分が

行った手立てについての評価を行うことができたのはよ

かった／本児への支援ということですすめたが，結局はク

ラス全体にとって，わかりやすい授業になった」という見

解も得られた。クラス全体への支援の例としては，「立体」

の単元では，「具体物を用意し，誰でも必要な人は使える

ようにする」，「プリント課題を複数用意し，各自の進度に

合わせて進めるようにする」，「隣の座席の児童とペアに

なって課題解決する」等が行われた。教師のインタビュー

からは，こうした支援を行った授業では，授業後の子ども

たちから寄せられるノートの感想の量が以前に比して増え

たことも報告された。

オ　考察
　個別の指導計画を作成することで，教師の中に，結果的

に，子どもをみていく際の視点が構造化されたのではない

かと推察する。つまり，子どもの実態を捉えた上で（アセ

スメント），どのような目標を設定することが必要かを考

え，次に，その目標を達成するための有効な手立てを考案

する。そして最終的に，目標や手立てについての評価を行

い，それをまた目標や手立てに活かす。このような一連の

論理的なサイクルを教師自身が獲得したことによって，児

童Ｂ一人への支援にとどまらず，クラス全体への波及効

果，授業改善につながったと考える。
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３）「調査研究　通常の学級における配慮の実施可能性に
関する調査」� 発表者：玉木　宗久
ア　目的
　通常の学級では，ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症等の子

どもをはじめとして，様々な教育的ニーズのある子どもが

在籍している。そのため，通常の学級担任には，教材・教

具，課題の分量や提示方法，評価の基準，学習の集団の大

きさ，テストの手続き等，個々のニーズに合わせて調整し

ていくことが望まれる。この報告では，通常の学級担任

が，ＬＤ等の子どもに対して実施しやすい配慮，あるいは

実施しにくい配慮の内容について整理する（図３）。

イ　方法
　・調査対象
　５つの県からそれぞれ小学校21校を抽出し，合わせて

105校の学級担任に調査を依頼した。調査の依頼に対して

応答があった56校（回収率53.5％）から502名の学級担任

の回答を得た。このうち411名のデータを分析に利用した。

　・配慮リスト
　ＬＤ等の子どもに関する我が国の実践報告や関連する文

献から，通常の学級において実施されている配慮事項を抽

出した。次に，予備調査を行い，不適切な表現や内容を修

正して，さらにＫＪ法により項目を分類してＬＤ等の子ど

もへの配慮に関わる内容が残らず含まれているかを確認

し，必要に応じて項目数を調整した。最終的に，項目は

「聞く」｢話す｣「読む」「書く」｢推論する・計算する｣「不

注意」「情緒面・行動面」「作業・領域全般」「条件整備」

の９つのカテゴリについての68項目となった。

　・調査内容
　配慮リストのそれぞれの項目について，「通常学級の担

任が一般的に実施可能かどうか」を尋ねた。回答には，

1-4点（とても難しい，やや難しい，やや容易，とても容

易）の４件法を用いた。

ウ　結果
　配慮の実施可能性に対する学級担任の評定を得点化し

た。これを実施可能性得点と呼ぶ。実施可能性得点は1-4

点の範囲で，配慮の実施が容易であるほど高い値になるよ

うにした。

　最も高い平均得点は，「授業で使うノート，教材，文房

具など最低限必要なものだけを机上に用意させる」の3.6

点，最も低い平均得点は，「テストの回答に代筆者やテー

プレコーダー，パソコンなどの使用を認める」の1.8点で，

両者の容易度得点の差は顕著であった。

　また，実施可能性得点が高い項目の中には，「授業で使

うノート，教材，文房具など最低限必要なものだけを机上

に用意させる」「名前を呼んだり，声かけをしたり，目を

合わせたりして，注意を引きつける」「約束ごとが守れた

り，望ましい行動をとれたりしたときには，すぐにほめ

る」など，活動の準備や予告，または賞賛や注意喚起の工

夫により，学級の活動に対する動機付けを高めたり，適切

な行動を促したりする項目が含まれていた。

　それに対して，実施可能性得点が低い項目の中には，

「テストの回答に代筆者やテープレコーダー，パソコンな

どの使用を認める」「ノートをとる代わりにテープレコー

ダーやノートのコピー，パソコンを利用するなどの方法を

認める」「予め板書の内容をプリントなどにして渡してお

き，手元におかせる」など普通はすべての子どもが利用し

ないような新しい教材や設備／備品を必要とする項目が含

まれていた。

エ　まとめ
　結果は，学級担任は，学級全体に対して行われる，ある

いは，多くの準備期間を必要としない配慮の実施をより容

易と感じており，これに対し，個別に対して行われる，あ

るいは，多くの準備期間やカリキュラムの変更を必要とす

る配慮の実施をより困難と感じていることを示している。

このことは，どのような領域において学級担任へのサポー

トが必要であるのかということを示唆しており，学校現場

で支援を計画する際の有用な情報になるといえる。

図３　玉木（日本）発表：主題３　指導実践・研究事例
「調査研究　通常の学級における配慮の実施可能性に関する調査」

図４　総括討議
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３　おわりに

　韓国では，国立特殊教育院を中心に，インクルーシブ

教育を充実させるための研究が積極的に取り組まれてい

る。現状において，物理的なインクルーシブでなく，社会

的・教育的なインクルーシブにならなくては意味がないと

いう課題は我が国にも共通している。特別支援教育は，す

べての教育機関において，子ども一人一人の教育的ニーズ

を明らかにし，適切な教育的支援を行う教育である。今後

も日本・韓国の両国の連携協力により共に学び合い，イン

クルーシブな社会，バリアフリーな社会の実現への大きな

きっかけになること期待したい。

KISE and NISE 7th Seminar on Special Education 2007

Hiroki Sasamori
(Department of Educational Support Research)

Michiyo Kobayashi
(Department of Counseling and Consultation for Persons with Special Needs)

Akiko Kaizu
(Department of Policy and Planning)

Munehisa Tamaki
(Department of Educational Support Research)

Summary
　National Institute of Special Needs Education (NISE, Japan) and the Korea Institute for Special Education (KISE, South 

Korea) hold an annual Japan - Korea Seminar on Special Education. This seminar aims to facilitate the improvement 

of education for children with disabilities in Japan and Republic Korea and to expand cooperative ties between the 

two countries. The theme of the 7 th seminar was “Trends aimed at inclusive education in Japan and Republic Korea.” 

Presentations and discussions were held on political trends and the implementation of educational and teaching 

measures related to this theme. Over the course of the seminar, the participants confirmed their aim to clarify the need 

for individualized education at all educational institutions and for realizing social and educational inclusion rather than 

physical inclusion for children with disabilities.
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１　はじめに

　ここでは，本研究所の課題別研究「ICF児童青年期バー

ジョンの教育施策への活用に関する開発的研究」（以下，

本研究）に関する研究成果の発表と資料収集を目的として

出席した次の三つの会議の概要を中心に，ICF及びICF-CY

を巡る国際動向について報告したい。

　・第13回ICF北米協力センター会議，

　・ICF-CY会議

　・2007年WHO国際分類ファミリー会議

　併せてそれらの動向を整理し，本研究との関係で，今後

の教育におけるICF及びICF-CYについて考察を加えること

を目的とする。

２　第13回ICF北米協力センター会議の概要

　本会議には，本課題研究の関係者として，研究代表者の

徳永亜希雄（筆者）と同研究協力者田中浩二（同）が出席

した。以下にその概要を整理したい。

（１）本会議の位置づけ

１）名称
　Annual North American Collaborat ing Center 

Conference on the ICF（ICF北米協力センター会議（仮訳），

通称NACC,　以下，通称で標記）

２）性格・特徴
　アメリカ合衆国とカナダによる，WHOの国際分類ファミ

リーに関する北米協力センターによって毎年交互に両国で

開催される，ICFに特化した会議である。両国内だけでなく，

WHOや他国からも出席があり，ICFについて議論を行う国際

会議となっている。日本からも毎年数名が参加している。

（２）第13回NACCについて

１）テーマ
　Sharing Knowledge Through the ICF

２）期日・開催地
　2007年６月５日～７日

第二部　国際会議・外国調査等の報告

ICF及びICF-CYを巡る国際的動向

―ICF北米協力センター会議，ICF-CY会議及びWHO国際分類ファミリー会議の概要を中心に―

徳　永　亜希雄　・　田　中　浩　二
（企画部）　　　   　　（九州大学大学院）

要旨：本稿では，本研究所の課題別研究「ICF児童青年期バージョンの教育施策への活用に関する開発的

研究」に関する研究成果の公表と資料収集を目的として出席したICF北米協力センター会議，ICF-CY会議

及びWHO国際分類ファミリー会議の概要を中心に，ICF及びICF-CYを巡る国際動向について報告した。

　本課題別研究は，ICF－CYを教育の文脈でどう活用するかを検討するものではあるが，国際的に教育以

外の分野も含めてICF－CY及びICF全体についての議論やその方向性について把握しておくことが大切であ

ると考える。現在のICF及びICF-CYを巡る動向としては，①コーディングによるケースの評価への活用を

検討する動き，②医療情報等のデータ化による整理及び管理への活用を検討する動き，③限定した項目の

セット（コードセット）を検討する動き，④統計ツールとしての活用を検討する動き，⑤概念的枠組みを

活用してケースの理解の支援を検討する動き，等がある。これまで本研究で整理してきた日本の教育にお

けるICF及びICF-CYの活用の動向について，上記の国際動向に照らして考えると，⑤概念的な枠組みの活

用が中心になっていると認識される一方で，少しずつ①コーディングによるケースの評価への活用につい

ても検討されつつある，と考えられる。今後も国際的な動向を把握しながら，国内外の関係機関や関係者

等との協働を通して，日本の文化や教育の文脈・目的に沿った形でのよりよいICF-CYの活用の方向性を検

討していくことが重要だと考える。

キーワード：ICF　ICF-CY　国際動向　教育
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　アメリカ合衆国，ニューヨーク州，ナイアガラフォールズ

３）概要
　６月５日にプレカンファレンス，６月６日，７日に本会

議がそれぞれ開催された。

　 プレカンファレンスでは，American Psychological 

Association（アメリカ心理学会（仮訳），通称APA）のメン

バーらによるワークショップが行われた。具体的には，事

例を用いて，その事例から読み取れる様々な情報をICFの項

目と評価点によって整理する（コーディング）ものであっ

た。ここでの取り組みは，ICFの項目を直接用いてアセスメ

ントをするのではなく，作業療法士等の専門職がそれぞれ

の観点でアセスメントをし終えた一定量の情報のコーディ

ングによって情報を整理し直し，それらを共通言語として

用いて関係職種間で情報共有しようとするものであった。

　一方，本会議では，上記テーマのもと， ３つの全体会と

15のセッションで37件の口頭発表，16件のポスター発表

があった。全体として，今年のテーマであるICFの共通言

語としての可能性を探求する発表が各国から数多く報告さ

れ，議論が展開された。

　全体会のテーマの一つとして，2006年10月のWHO

国際分類ファミリー会議で承認されたICF-CYについて取

り上げられた。ICF-CY　Developments and Children’ s 

Classificationというテーマのもと，WHO　ICF-CYワーキ

ングループメンバーによるICF-CYについての全体的な報

告と共に，日本，スウェーデン，カタール等でのICF-CY

活用動向について報告があった（写真１）。

　なお，本会議の情報については，次のホームページに掲

載されている。

http://cirrie.buffalo.edu/icf/conference/index.html

（３）報告した研究成果について
　本会議では，ICF-CYに関する全体会及び分科会におい

て，日本の特別支援教育におけるICF及びICF-CY活用につ

いて，本研究の取り組みを含めて報告した（写真１）。発

表タイトルと報告者は以下の通りである。

（title）

Implementation of ICF and ICF-CY on Special Needs 

Education（SNE）in Japan

（Author）

Akio Tokunaga（筆者）, Ken Sasamoto, Susumui Oouchi, 

Ryouji Hagimoto, Kengo Nishimaki,MD, Masaihiro 

Watanabe 

（National Institute of Special Needs Education, Japan）

Koji Tanaka, PhD（筆者），（Kyusyu University ／ Noah 

Nursery School, Japan）

Rune J. Simeonsson PhD,（University of North Carolina 

at Chapel Hill, U.S.A.）

　全国的なレベル子どもや教育の分野でICF/ICF-CYが活

用されている例は他にないことから，発表後にICF－CY 

ワーキングループメンバーの一人からこれまでの取り組み

について賛辞を送られ，素直に嬉しく，今後の励みになる

ものとなった。

（４）本会議から得られた知見
 　ICFの利点には，共通言語としての機能があり，その機

能を発揮させるための活用には様々な方法が考えられる。

本会議でも共通言語としての機能を意識した研究報告が複

数見られ，既存の抽象的な概念（例えば，社会改良や健康

など）をICFの枠組みによって整理・構成して表現するこ

とでより具体化していく研究が進められていた。また，従

来の研究に見られるような測定・評価の枠組みとしてICF

コードを用いる研究も依然として多かった。その際，すべ

てのICFコードを用いるわけではなく，調査や研究の趣旨

に照らして任意に抽出したICFコードで測定・評価を行っ

ている。しかしながら抽出されるICFコードに関しては必

ずしもコンセンサスが得られているとは断定できない場合

もあり，上記の概念整理の枠組みとしての活用も含めて，

ICFの1,424項目にのぼる項目から抽出すべき項目を選択

する際の妥当性には課題が残されている。もちろんICFの

項目すべてを用いること非効率的であり現実的ではないた

め，実際的な活用においては収斂された項目群に括る必要

があるが，その際の妥当性に関しては十分な配慮が要求さ

れると考えられた。

　なお，本研究は，今回の報告の連名発表者でもある

WHO ICF-CYワーキングループのchair person，アメリカ

合衆国ノースカロイナ大学Rune J. Simeonsson教授と密に

情報交換をしながら進めてきた。本会議中においても，今

後の研究の方向性について打ち合わせを行った（写真２）。

写真１　発表の様子
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３　ICF-CY会議

　本会議には，本研究の関係者としては，研究代表者徳永

が出席した。また，日本からもう１名の参加者があった。

以下にその概要を整理した。

（１）本会議について

１）会議の位置づけ
　今回の会議は，ICF-CYの誕生を期して開催されたもの

である。会議の名称はA Common Language for Health of 

Children and Youth であり，名称がそのままテーマ性を帯

びたものとなっていた。

２）期日・開催地
　2007年10月25,26日

　イタリア・ベニス

３）概要
　WHOの関係職員，ICF-CY ワーキングループメンバー７

名中６名，海外から参加者，開催地の地方政府関係者，イ

タリア国内の一般参加者等であった。会議は，英語とイタ

リア語で行われ（同時通訳有り），全体的にICF-CYの誕生

を祝うような雰囲気があった。以下，日程に沿って整理し

たい。

10月24日（前日）

　プレスリリース。配布された資料には，各国関係者から

のコメントが寄せられており，アジアからの唯一のコメン

トとして本研究所小田理事長による次のようなコメントが

記載さられている。

（原文）

　The approach of focusing on how children and youth 

function physically, socially and mentally within the 

context of their development and environment has 

important implication for special education.

（日本語）

　障害のある子どもたちの教育において，ICF-CYによっ

て，子どもたちの生活について，発達や環境に関する背景

も含めた視点から身体的，社会的，精神的な面それぞれに

焦点を当て，アプローチをしていくということは重要な示

唆となっている。

　

10月25日（初日）

　関係者からの祝辞の後，WHOの職員及びICF-CYワーキ

ングループメンバーから，ICF-CYの必要性や検討経過，

内容の詳細についてのプレゼンテーションが行われた。

10月26日（２日目）

　午前中にHealth, Education, Rightに関する３つのワーク

ショップが行われ，それぞれの会場で報告と議論が行われ

た。筆者は，Educationの分科会に参加した。１人15分程

度の報告と質疑応答が行われた。筆者らによる報告内容

は，後述の通りである。

　午後は，各分科会から報告の後，障害のある当時者や

WHOその他，様々な立場にある人によるラウンドテーブ

ルがあった。本会議の情報は，次のホームページに掲載さ

れている。

　http://www.who. int/c lass i f icat ions/network/

conferenceICFCY/en/index.html

　終了後は，後述するWHO国際分類ファミリー会議に参

加する各国関係者と共に，船とバスを乗り継ぎ，同会議開

催地のトリエステへ移動した。

（２）報告した研究成果について
　本会議では，本研究の取り組みを含めた日本の特別支援

教育におけるICF及びICF-CY活用動向及び今後の方向性と

研究計画について報告した。発表タイトルと報告者は以下

の通りである。

（Title）

Implementation and Future Strategies of ICF-CY for 

Special Needs Education（SNE）in Japan

（Author）

Akio Tokunaga（筆者）, Ken Sasamoto, Susumui Oouchi, 

Ryouji Hagimoto, Kengo Nishimaki,MD, Masaihiro 

Watanabe 

写真２　�田中（左）とSimeonsson教授によるICF-CYの取
り扱いに関する打ち合わせ
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（National Institute of Special Needs Education, Japan）

Rune J. Simeonsson PhD,（University of North Carolina 

at Chapel Hill, U.S.A.）

（３）本会議から得られた知見等について
　筆者は，これまでもICF-CYの検討作業にかかわってき

たが，初日のICF-CYの全体像に関するまとまったプレゼ

ンテーションにより，あらためてこれまでの情報を整理す

ることができた。　

　また，２日目午前の教育に関する分科会では，すべての

報告が終わった後，本分科会のスーパーバイザー的な位

置づけであったICF-CYワーキングループメンバーの一人・

スイスのHollenweger氏から，「教育はChildren and Youth

にとって重要な参加であると同時に環境因子でもある。そ

の観点から，ICF-CYは教育に貢献できる」といったまと

めがあった。このことは，日本の教育におけるICF-CYの

位置づけや活用の方向性を検討するでも妥当な考え方だと

考えられた。

　一方，ICF-CY Work Group Cochair Personであるイタ

リアのLeonardi氏から，ICF-CYに関する今後の展開とし

て，Me too projectというものが紹介され，ICF-CYを活用

した取組を共有し合う研究プロジェクトへの参加が呼びか

けられた。筆者としても，このプロジェクトへの参加をと

おして，これまで同様，各国関係者との連携のもとで研究

活動を進めていく予定である。

４　WHO国際分類ファミリー会議

　本会議には，ICF-CY会議から引き続き，本研究の関係

者としては筆者の徳永が出席した。その他に，日本から

は，WHOの国際分類ファミリー（WHO-FIC，以下，同じ）

を所掌する厚生労働省担当官やそれぞれの分類等に関連す

る医療関係者等が出席した。

　なお，前述の二つの会議と異なり，本会議への出席に

あたって，政府の承認を得る必要があり，筆者はICF-CY

ワーキングループ関係者としての位置づけでこの2005年

からの３年間出席している。

（１）本会議の位置づけ

１）名称　
　WHO Family of Classification Network Meeting（WHO

国際分類ファミリー会議（仮訳）， 以下，WHO-FIC会議）

　

２）性格・特徴
　WHOの各種の国際分類の取り扱いについて検討するた

めに，WHOと各国・各地域のWHO―FIC協力センター及

びオブザーバー等の参加によって毎年開催されている会議

である。

　図１にあるとおり，ICFはWHO-FICの中心分類の一つ

であり，ICF-CYは派生分類の一つとして位置づけられて

いる。一方，ICF及びICF-CYについ検討する組織は，図

２にあるとおり，ICF全体については（Functioning and 

Disability Reference Group,生活機能分類グループ，通称：

FDRG。以下，通称で標記。）で中心的に検討しつつ，そ

れぞれの委員会等でもICFについて検討される。例）ICFの

図１　WHO-FICの構造
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普及に関しては，Implementation Committee（普及委員

会）で検討される。また，必要に応じてそれぞれの組織が

協力し合って検討することもある。例）ICFの研修につい

ては，FDRG内のEducation Material（研修内容・方法等）

小グループとEducational Committee（教育委員会）との

協働で検討する等。

（２）2007年WHO-FIC会議について

１）テーマ
　Information Power: Owning and Sharing

２）期日・開催地
　2007年10月28日～11月３日

　イタリア・トリエステ

３）概要
　本会議の概要は，既に社会保障審議会統計分科会生活機

能分類専門委員会（以下，ICF専門委員会）において報告・

公開されているが１），ここでは，ICF及び本研究にかかわ

る内容を中心に整理した。なお，本会議の情報は次のホー

ムページに掲載されている。

http://www.who.int/classifications/network/meeting2007/

en/index.html

ア　日程
10月27日（本会議前日）

　FDRG等，各グループでの会議

10月28日

　Planning Committee（企画委員会）や他のグループ，

小グループ等での会議

10月29日～11月３日

　この間，開・閉会式，それぞれの委員会・グループ等で

の議論，全体会での報告・議論，ポスター発表，ラウン

ドテーブル，今後に向けた計画検討，会議全体の評価と

要旨作り等が行われた。ICF及びICF-CYについては，上記

FDRGや各委員会等で取り上げられた。

イ　ICF及びICF-CYに関する議論の概要
　WHO-FIC全体の今年の大きな話題の一つは，ICD（疾

病及び関連保健問題の国際統計分類：International 

Statistical Classification of Diseases and Related Health 

Problems）改訂に向けた動きであった。これまで，ICFに

ついての議論は，ICFの枠組みの中で行われてきたが，今

年は，ICF及びICF-CYについても，ICDとの連動やWHO-

FIC全体の中での議論，WHO-FIC内での関係する複数の組

織が協働する動き等が見られ始めた。例えば，ICF改正が

ICDと同様の手続きを踏んでWHO-FIC内で行われようとし

たり，前述のICFの研修についての検討のために複数の組

織が協力して動いたりしている。

図２　WHO-FICの運営組織の構造
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　その他に，ICF及びICF-CYについては，次のような議論

があった。

・ICF-CY完成についての正式な報告

・各国のICFの普及状況と計画についての情報交換

・一定のまとまりの項目を用いるコードセットの検討

・保健専門職のための利用マニュアルの検討

・統計ツールとしてICFの検討

・FDRG内の８つのテーマ別小グループの内容（基準，改

正，ICDとの調和，測定と活用，教育，倫理，環境因

子，ターミーノロジー）

（３）報告した研究成果について
　前述のICF-CY会議と同様の内容をポスター形式で報告

した。

（４）本会議から得られた知見等
　前述の通り，本研究の主眼であるICF-CYについては，

ひとまず正式な完成報告について共有する程度であった

が，親分類であるICFについては，改正に向けての具体的

な議論やWHO-FIC全体の中で様々な議論が展開されるな

ど，大きな動きが出てきた。したがって，本研究において

も，ICF及びICF-CYだけでなく，WHO-FICの全体の動きを

踏まえた上で検討していく必要があるといえる。

　また，一方向的に情報を収集するだけでなく，日本での

成果を報告し，それらに基づいて議論をすると共に，各国

関係者との今後の共同研究等について議論を重ねた。中で

も，FDRGに関しては，今後もcontributor（協力者）とし

て関与しながら研究活動をしていく予定である。

５　これらの会議の動向を踏まえて

　本研究は，ICF-CYを教育の文脈でどう活用するかを検

討するものではあるが，国際的に教育以外の分野も含めて

ICF-CY及びICF全体についての議論や方向性について把握

しておくことが大切であると考える。これまで述べてき

た国際的な動向を踏まえると，ICF-CYについては正式に

誕生したばかりであるため，ICF-CYの活用動向やそれら

活用した研究の動向についての情報はほとんどない。ICF-

CYが親分類であるICFをベースにして項目の充実を図って

作られたことを踏まえると，当面はICFの活動及び研究動

向を整理しておく必要があると考える。以下，その概要を

整理した。

（１）コーディングによるケースの評価への活用を検討す
る動き

　前述のNACC報告のところで触れたコーディングについ

ては，大まかにいうと２種類の方法がある。ひとつは，そ

れぞれの専門職種等が独自に行った評価結果としてのエピ

ソード等からICFのコードを拾い，整理していく方法であ

る。例えば，ある特別支援学校で独自の評価内容や方法を

用いて行った評価結果に関する記述から，ICFの項目を拾

い上げ，評価点を付け，整理していく方法である。もうひ

とつは，最初からICFのコードを用いて評価する方法であ

る。

　いずれの方法もICFのコードという共通の尺度で整理す

るために，それらを共通言語として用いることができ，異

なる職種間等の連携のためのツールになり得る。また，こ

れらの方法では，指導や治療等の介入前と介入後に評価を

することで介入効果の判定が可能となる。

（２）医療情報等のデータ化による整理及び管理への活用
を検討する動き

　蓄積した患者に関する情報の中から，ICFのコードで情

報を拾い直し，情報管理をするシステム等がこれにあた

る。NACCでは電子化したシステムと医療情報の整理・管

理にICFを活用しようとする報告の多さが目立った。

（３）限定した項目のセット（コードセット）を検討する
動き

　1,424項目にも及ぶICFの項目について取り扱うのは現

実的ではない，という認識のもと，ケースの疾患やその他

の文脈に合わせて必要と思われる項目のセット（コード

セット）を作り，実践的に用いるというものである。本研

究所が翻訳したWHOの「ICFチェックリスト　バージョン

2.1a　臨床用フォーム」２）もこれにあたる。

　ICFには幅広い視野から生活全般を捉えることができる

という長所があるが，全ての項目の評価は実際には困難で

あるため，コードのセットの使用については，今後の実際

的活用のための一つの有効な手段だと考えられる。

（４）統計ツールとしての活用 を検討する動き
　ICFのコードを用いて保健情報の比較等の統計に活用す

るものであり，ICF の目的に示されているものである３）。

しかしながら，これまではあまり多く報告されておらず，

今回のWHO-FICでの議論の中で取り上げられることが多

くなってきた印象である。

（５）概念的枠組みを活用してケースの理解の支援を検討
する動き

　ICFの「構成要素間の相互作用の図」（図３）に表現され

た概念的枠組みをベースにしながら，環境因子等を含めて

多面的にケースの生活の状況を理解し，そこで整理された
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情報に基づいて支援を試みるものである。これらの方法

は，日本以外の国からの報告ではあまりない形ではある

が，少なくとも日本の教育分野での特徴的な活用の仕方と

して，以前から国際会議でも報告されている４）。

　本研究においてこれまで整理してきた日本の教育での

ICF及びICF-CYの活用を活用した取組の情報について，こ

れらの会議から得た国際動向に照らして考えると，⑤概念

的な枠組みの活用が中心になっていると認識される。一方

で，少しずつ①コーディングによるケースの評価への活用

についても検討されつつある５）。

　今後も，国際的な動向を把握しつつ，日本の文化や教育

の文脈・目的に沿った形でのよりよい活用の仕方を今後

も検討していくことが重要であると考える。また，国内

にとどまらず，ICF-CY会議で提案されたMe too Projectや

FDRGとの協働の中で，国際的な視野でさらに深めていく

予定である。

　他方，現在，ICF専門委員会において，翻訳を含めたI 

CF-CYの国内への適用手続きについて議論されている。子

どもの分野の専門家の意見を今後反映させていく，という

同委員会での議論を踏まえると，教育におけるICF-CY活

用を検討してきた本研究及び専門家集団としての本研究所

としても，国内外での方向を踏まえた，実際的な活用の方

法についての知見を提供し，間接的に日本の教育にさらに

貢献できるように進めていきたいと考える。
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Environmental Factors in Special Education Policy in 
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International Perspective Surrounding the ICF and ICF-CY

- Overview of the North American Collaborating Center Conference on ICF, ICF-CY 
Conference and WHO Family of International Classifications Network Meeting -

Akio Tokunaga
(Department of Policy and Planning)

Koji Tanaka
(Graduate School of Medical Sciences, Kyushu University)

Summary
　This paper reports on international perspective surrounding the ICF and ICF-CY by giving an overview of the Annual 

North American Collaborating Center Conference on ICF (NACC), ICF-CY  Conference and WHO Family of International 

Classifications Network Meeting (WHO-FIC Network Meeting), which we attended for the purpose of collecting materials 

and presenting the results of research being conducted by the National Institute of Special Needs Education on the topic 

of “Developmental Research on the Use of ICF Children and Youth Version (ICF-CY) to Educational Policy.”   

　Understanding issues such as debate about the ICF-CY and ICF overall and the direction in which they are headed 

internationally, including the fields outside of education, is an important prerequisite to research on this topic, which 

examines the use of ICF-CY in an educational context.    

　The following trends surrounding ICF and ICF-CY are currently evident:

　(1)	 Examination of their usage in case assessments through coding,

　(2)	 �Examination of their usage in the organization and management of medical and other information through data 

automation,

　(3)	 Examination of limited code sets,

　(4)	 Examination of their usage as a statistical tool,

　(5)	 Examination of their usage as conceptual frameworks for understanding and supporting  cases.    

　A comparison of trends that this research has identified in the usage of ICF and ICF-CY in education in Japan with 

the above international trends indicates that, while ICF and ICF-CY are mainly recognized for their use as conceptual 

frameworks (number five above), their adoption in case assessments through coding (number one) is gradually also being 

examined. We conclude that it will be vital to continue to monitor these international trends and study better possible 

applications of ICF-CY in accordance with the culture of Japan and the educational context/objectives of our nation 

through collaboration with related parties and institutions in Japan and other countries.

Keywords: ICF,　ICF-CY,　International Perspective,　Education
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１　はじめに

　本稿は平成17・18年度の科学研究（萌芽研究）「我が国

の障害児教育の経費策定と評価に関する研究」の一環とし

て，海外での障害のある子どもの教育経費を調べるため，

イギリスの特別学校と教育委員会を訪問した際，そこで得

られた学校状況や情報を整理したものである。

２　Birmingham 「LONGWILL SCHOOL」

　訪問期日は平成18（2006）年２月22日である。イギリ

スの学校はこの時期に２週間程度の休業期間を設けるのが

通例であるが，LONGWILL SCHOOLでは，授業が行われ

ていた。この学校は，Northfild, Birminghamにある２歳

から12歳までの公立の聾学校である。日常の学習指導場

面でのコミュニケーション手段は，聴覚口話と手話の双方

を用いて指導が行われていた。

　管轄はBirminghamの教育委員会（LEA）であり，日本

の聾学校の概念で表現するなら，幼稚部と小学部が設置さ

れている聾学校と言える。LONGWILL SCHOOLに関する

学校評価報告書であるINSPECTION REPORT１）では，幼児

児童の個々の目標達成について表１のような評価が公表さ

れていた。

３　学校の教育内容

（１）学校のイメージと設備
　日本の聾学校のイメージと比較した印象では，非常にカ

ラフルで木質の教材がたくさんあるイメージが第一印象で

ある。また，在籍幼児児童は，イギリスの植民地政策の歴

史を反映してか，アフリカやアラブ系の子どもも多く在籍

していることが分かった。日本で関心の高い「手話」か「聴

覚口話」かというコミュニケーションに関する問題以前

に，「生まれた国の母国語」と「英語」の習得というバイ

リンガルの課題が存在していた。

　教室の設備では，ほとんどの教室で，天井のプロジェク

ターから投影される電子黒板があるほか，教室の後壁にス

ピーカーは設置されており，音圧は，教室内で教師の声が

安定して届くような調整が行われていた（図１）。授業に

おける視覚情報提示や音響設備面では，興味深い設備が随

所に見られた。

　幼児クラスでは，遊びを中心とした指導の他，電子黒板

を活用した視覚教材での授業が行われていた（図２）。教

師のコンピュータで作成した教材が，電子黒板に投影され

ると同時に，教師が電子黒板を触ると書き込みや画面入力

ができるものであった。タッチスクリーンの機能が付加さ

第二部　国際会議・外国調査等の報告

イギリスのロングウイル学校（Longwill School, for the Deaf)， 

トーマソン記念学校（Thomasson Memorial School, for the Daef)及び 

バーミンガム（Birmingham）教育委員会の調査訪問について

藤　本　裕　人
（企画部）

要旨：障害のある子どもの教育経費面に焦点をあてて，イギリスの特別学校（聾学校）と地方教育委員会

に対して訪問調査を行った。教育経費の積算内容の考え方や，行政から支給される一定の学校運営費の中

での教員採用システムなどが分かった。また教育内容について，訪問した聾学校では，学校評価，個別教

育計画（IEP）と学力評価，口話（Oral）・手話（Sign）の学級編制が確認できた。

キーワード：障害のある子どもの教育経費　評価　コミュニケーション

表１　個々の目標達成についての評価の例

Progress in:  by age 5 by age 11

Speaking and listening B A

Reading C B

Writing C C

Mathematics B B

Personal, social and health sducation B B

Other personal targets set at
annual reviews or in IEPs*

B B

key： very good 「A」,　good「B」,　satisfactory「C」
　　　unsatisfactory「D」,　poor「E」
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れているようである。幼児への説明場面では，電子黒板

に，補足の書き込みを行いながら授業が行われていた。

　遊びの時間には補助員（教員ではない）が子どもの遊び

に対応していた。幼児児童に関わる大人は，教員，補助教

員，保育補助員，給食時の補助員，学校心理士など多様で

ある。また，教材作成担当の専門の方も職員として活動さ

れている説明を受けた。日本では，教員以外の職種につい

たは，なかなか概念として捉えにくいところであるが，総

体として，多くの大人が子どもに接し関係していること

や，職種によって賃金体系が異なる（補助の方の賃金は教

員の半分程度になるそうである）方が働くことによって，

学校の運営費の工夫が可能になる背景が推察された。

（２）小学部の授業の様子
　小学部では，伝統的な発音指導が行われていた。文字と

口形を一致させ，正しい発音に導く方法である。振動感覚

や皮膚感覚をフィードバックさせる方法ではなく，人工内

耳や補聴器を介して音声の模倣を促し，個別の発声練習と

クラス全員で一斉に発声を促すという方法が採られていた

（図３）。専門の教員が中心になって指導を行い，補助員が

そばについて，児童に復唱を促していた。

　高学年の算数の授業（図４）では，専門の資格を有する

教員が，授業を行っていた。机の形態は，「コ」の字型で，

全員座れば８人程度になる座席が用意されていた。教員の

コミュニケーション手段は，「英語の音声」と「手話」を

同時に使用しての授業である。見学の時の内容は，足し算

の文章題であった。児童の机上には，電卓が置いてあり，

計算技術よりも，文章題の内容を理解するところに，時間

をさいて説明が行われていた。

　音楽について，尋ねたところ，音楽の時間は設定されて

おらず『ドラマ』の時間が設けられており，今は「冬から

春にかけて，植物の芽が伸びてくる様子」の身体表現に取

り組んでいるとのことであった。また，『ドラマ』の身体

表現の活動は，近くの小学校に出向いて，一緒に教育活動

を行うとのことであった。日本で言う「交流および共同学

習」の活動が行われていた。

図１　天井からのプロジェクターと壁スピーカー

図２　電子黒板を活用した授業（幼稚部）

図３　小学部の発音指導場面

図４　高学年（10~11歳クラス）
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（３）評価
　児童の学習評価ついては，ＩＥＰの評価だけでなく，学

力についても把握が行われていた。その記録は，縦断的学

習段階記録グラフ（HAFグラフ）に記録されていた。ＩＥ

Ｐの評価とイギリスのカリキュラムの初期レベルの学力検

査が記録できるようになっている。筆者は障害のある子ど

もの学力について，日本でどのように評価するか，課題意

識があり，この記録方法は示唆のある評価方法に感じられ

た。HAFは，特別学校の校長先生らが考案し作成されたこ

との説明を受けた。

図５　ＩＥＰの評価とＨＡＦグラフ

４　児童生徒一人当たりの経費について

　日本では，児童生徒に掛かる教育経費は，文部科学省が

教育施策の基礎資料を得ることを目的とした「地方教育費調

査」が実施されており，会計年度に沿った報告書で経費の

把握を行うことができるが，イギリスにおける障害のある子

どもの経費情報は，公開されておらず把握が困難であった。

　そのため，①教員数，②在籍者数，③学校運営経費の把

握を行うことで，概算として，障害のある子どもの教育経

費を求めることとした。

　学校長へのヒヤリング調査では，教育費の概念の共通理

解を行うため，最初に日本の教員配置の基準について，説

明した。（表２）日本では，在籍者数で学級数が決まり，

その学級数に対して国から教員の定数配置がおこなわれる

ことについて説明したところ「確実に教員が配置されるシ

ステムは，合理的である」との感想をもらった。教員定数

や学級編成基準の考え方が異なる場合，教育経費をどのよ

うに解釈するか難しいところである。

　イギリスでは教員の配置については，学校長が募集をか

けて採用するため，在籍数に対して教員を配置するという

日本の方法とは事情が異なる。学校長が行政からの学校運

営費の範囲内で，教員採用を決め経営を工夫するシステム

が採られているとのことであった。年間で約1000万ポン

ドの経費で学校運営していること，そして約20名の子ど

もが教育を受けている旨の説明を受けた。日本円では，子

ども一人当たり約1200万円程度（1ポンド約240円計算）

の経費を要していることが分かった。

 

５　�ボルトン（Bolton）のトーマソン記念学校
（Thomasson Memorial School, for the Daef)

　訪問期日は，平成19年２月21日である。小学部と幼稚

部設置の公立の聾学校である。春期休業中のため，児童生

表2　Class organization standard of Japan

・Elementary school 

　An ordinary class 
　6-12 years old 

・Lower Secondary school  

　An ordinary class 
　13-15 years old 

・School for the Blind 
・School for the Deaf
・Special school
　(Intellectual Disability) 
　(Physical/Motor Disability)
　(Heaith Impairments)
　6-12, 13-15, 16-18 years old

Class organization  standard 

　1-40 persons；children 
　One teacher 
 

Class organization standard 

　1-40 persons；student 
　One teacher 
 

Class organization standard 

・Single Disability  
　6-12, 13-15 years old 
　1-6　persons; child, student 
　One teacher 

・Two or more Disability 
　6-15 years old 
　1-3 persons ；child, student
　One teacher 

The class organization 
standard of a special class 
　1-8 persons；children 
　One teacher 

The class organization 
standard of a special class  
　1-8 persons students 
　One teacher 
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徒は休業中であった。そのため，施設見学と学校運営経費

について校長先生と話をすることとなった。Borutonの駅

から車で約15程度走った後，静かな市街地の中に，「Deaf 

children」の道路標識が見えてきた。

　小学部の学級は，聴覚口話クラスと手話クラスに分け

られており，それぞれ，年齢に対応して３つの学級が設

けられていた。校長先生の説明によれば，イギリスの聾

学校の中で「聴覚口話」と「手話」の両方を行っている

聾学校は少ないとのことであった。教員の構成は，校長，

教頭，8人の聾教育専門の教員（各クラス），聾の先生

（Deaf Instructor，聾専門の免許はないが，モデル（Role 

Model）の先生で手話（Sign）を使う子どもの学びを手助

けする），8人の補助教員（Teaching Assistant）,自閉症の

生徒に付き添っている補助員1名,重度の身体障害のある児

童に付き添っている補助員１名，その他，事務，給食，掃

除のスタッフで構成されてる。そのほかに，Boltonの小学

校にメインストリ－ムしている子どもや，小学校の障害ユ

ニット（Unit）の巡回指導教員スタッフが50名仕事をし

ている。聾学校が聾教育のサポートセンターの役割をはた

しているとのことであった。巡回指導では，補聴器の具合

を見たり，授業が理解できているか，小学校の担任の教員

が，コミュニケーションの手助けの仕方が分かっている

か，学習の進展具合などを見たりするそうである。

　５～11歳の小学部年齢の児童が48人在籍，幼稚園３～

４歳クラスは午前20人，午後20人通ってきている。学級

編成の構成とコミュニケーション手段の関係は表３のとお

りである。

　コミュニケーション手段について質問したところ，親の

希望は様々で，口話（Olar）のクラスの子どもは，Oralと

手話（Sign）の両方を行う。SignのクラスはSignを主に行

う。親が聾の方は子どもにSignを習わせたいと思われてい

るけれど，子どもは，Signはできるが，Oralもできるよう

になってOralのクラスに移る子どももいるそうである。コ

ミュニケーションができることが一番大事で，それがOral

がSignであるかの違いであると説明を受けた。

　Boltonでは， メインストリームの学校（Mainstram 

School）を特別学校（Special School）の隣に建てること

になっており，子どもの力に応じて，隣の小学校の授業に

参加したり，小学校の子どもが聾学校に遊びに来たり手話

を習いに来たりすることがあるそうだ。

　1980年代に，イギリスでは，インクルージョンが進む

図６　Thomasson Memorial School

表３　クラスの構成とコミュニケーション

幼稚園のクラス３～４歳

４～５歳のナーサリークラス  OralとSignのミックス

小学部５～７歳(year1&2)  Oral  1

小学部５～７歳（year1&2）  Sign  1

小学部７～９歳（year3&4)  Oral  2

小学部７～９歳（year3&4)  Sign  2

小学部９~11歳 (year5&6)  Oral  3

小学部９~11歳 (year5&6)  Sign  3

図７　SSE（Sign-Supported-English クラス高学年）

図８　口話の学級１　（Oralクラス 低学年）
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中で，多くの聾学校（私立）が閉校し，現在では，聴覚障

害のある子どもの約８割が通常の学校に在籍して学習を受

け，約２割が聾学校で学習しているとのことであった。

（２）学校の設備
　校舎は２階建ての質素な学校であるが，随所に，「経

験から言語を増やす壁面」，「やりとりができる遊びコー

ナー」，が設けられている他，児童用の電子タブレット，

重低音の音響設備を備えた発表の舞台があるプレイルーム

などが特に目を引いた。また，各教室には，子どもの活動

を撮影するデジタルカメラが設置されており，いつでも子

どもの様子を撮影することができるようになっていた。各

教室のデジカメは，学校評価の報告書を作成する際，子ど

もの生き生きとした活動を写すためのものである。文章で

説明するよりは画像で説明した方が説得力があるので，各

教室にデジタルカメラを置いて使用しているそうである。

　今回は，児童とは，直接会話することができなかった

が，学芸会の劇のＤＶＤを見せていただいた。身体表現と

音声を使ってピーターパンの劇に取り組んでいた。廊下の

壁面（図10）からは，「体験や経験から言語力を広げる」

という，ハイキングに行った時の経験をもとに「単語」が

掲示されている。「水門」「（川の）浸食」「砂利」などの文

字カードが張られた壁面からは，聾学校らしい言語概念を

広げようとする活動を垣間見た思いがした。

　教室の壁面教材（図11）では，似通ったアルファベッ

ト表記の単語を丁寧に掲示し，違う意味があることが分か

るような工夫が見られた。英語圏での書き言葉を習得する

際の工夫と推察された。

（３）学校の運営経費について
　学校にかかる経費について，日本の教育経費の概念を説

明（表４）し，イギリスの学校運営経費について，説明を

受けた。日本では①人件費，②教育活動費，③管理費，④

図９　教室の様子と児童用電子タブレット 図10　ハイキングの様子の壁面

図11　表記の似通った単語学習の壁面

表４　日本の教育経費の概念

The items of cost of special education (2003)
(the  case of Japan)

Consumption expenditure 
 - Personnel expenses 
   A teacher, office work, a dormitory, care, etc. 
 - Educational activity expense 
   �A textbook, teaching tools (a crayon, chalk, origami, 
medicine for an experiment), etc. 

 - Administrative expenses 
   �Repairing cost (the supplement of a lawn, lobbying of a 
play ground, repair of a windowpane)　etc. 

 - Auxiliary activity expense 
   �The expense of a medical check up, the operational 
expenses of supply of food, etc. 

 - Predetermined amount payable 
   Fire insurance, the rental of a building, etc. 

   Capital expenditure 
 - Land expense 
 - Building expenses 
 - Equipment, fixtures expense 
 - Books buying expenses 
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補助活動費，⑤所定支払費，⑥土地費，⑦建築費，⑧設

備・備品費，⑨図書購入費等が教育費に関係してくるが， 

トーマソン記念学校では，①人件費，②教育支援関連（教

育委員会の支援サービスを活用する料金），③必要経費（ガ

ス代金，掃除等），④教育活動費（プール使用料，給食等），

またそれ以外に評議委員会の費用があることが分かった。

６　バーミンガム教育委員会への訪問

　今回の調査では，障害のある子どもの具体的な経費につ

いての情報を得るために，バーミンガム教育委員会を訪問

した。そこでは，前述の表２，表4をもとに，日本の学級

編制基準と経費の概要について説明を行った。その後に，

概念の整理をしてイギリス（バーミンガム）の教育経費に

ついて，質問を行った。

図12　バーミンガム　LEA（教育委員会）

　所長さんの説明では，例えば聾学校に月曜日から金曜日

まで通う子どもの場合，年間約20,000ポンド（約480万

円）程度経費がかかること，また，寄宿舎で生活するよう

な場合は，約50,000ポンド（約1,200万円）という説明を

受けた。日本の「地方教育費調査」のような統計資料がな

いため，障害のある子ども一人当たりの教育費を把握する

ことが，難しい状況があることが分かった。

　次に，小学校・中学校の教育費と，通級等（resource 

base）の障害のある子ども教育の経費について，尋ねた

ところ，経費を担当する方と連絡を取っていただき，電話

での聴取ということでその内容を表５に整理した。（１ポ

ンドを240円で計算を行っている。）

図13　バーミンガム教育委員会が作成した
インクルーシブ教育（盲・聾）の支援手引きDVD

表５　イギリス（バーミンガム）における教育経費について

学校種別 教育費（一人当たりの平均） 特別の追加費用
（一人当たり） 合計

Primary
（小学校）

￡３，２３９
約７８万円

 ￡３，２３９
 約７８万円

Secondary
（中学校）

￡４，００８
約９６万円

 ￡３，２３９
 約９６万

Primary 
（resource base）
（小学校 リソース活用）

￡３，２３９
約７８万円

￡１４，８４６
（支援等）
約３５６万

￡１８，０８５
（通常＋支援）
約４３４万円

Secondary 
（resource base）
（中学校 リソース活用）

￡４，００８
約９６万円

￡１０，２７８
（支援等）
約２５７万円

￡１４，２８６
（通常＋支援）
約３４３万円

Special school 
（primary and secondary）
特別学校　

（小学部と中学部）

￡１４，７０８
（range ￡5,000 to ￡30,000）
約３５３万円

（個人差があり，重複等の場合
は約７２０万円ぐらいの場合が
ある。寄宿舎があると更に経費
はかかる。）

 ￡１４，７０８
 約３５３万円

（約１２０～７２０万円と個人
によって幅がある。）
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７　おわりに

　イギリスの特別学校（聾学校）及び教育委員会の訪問調

査で経費の情報収集に努め，特別学校に在籍する児童生徒

に要する教育経費は，寄宿舎を使用しているか，重複障害

であるか等の条件によって，約350万円から1,200万円と

幅があることが分かった。

　また，小学校で教育支援（リソースの活用）を受けてい

る障害のある児童に要する経費は，通常の小学校の教育経

費（約78万円）に加えて，約356万円がさらに必要とな

り，合計約434万円という状況であった。子どものケース

によっては，特別学校と同程度の経費で対応されているこ

とになる。バーミンガムで実施されているインクルーシブ

教育は，一人ひとりの子どもに対して，かなりの経費をか

けて展開されていることが分かった。

　さらに，学校評価，学習評価の面では，今の日本よりも

より明確に指標を使う評価が行われていることが分かっ

た。また，教育委員会で，視覚障害・聴覚障害の児童生徒

に焦点を当てたインクルーシブな教育への配慮事項をまと

めたDVD（図13）が作成されていたことなど，行政とし

て対応していかなければならない参考となる状況を垣間見

ることができた。

附記
　本稿は，「我が国の障害児教育の経費策定と評価に関す

る研究」（平成17～18年度科学研究補助金萌芽研究）の一

環で実施した訪問調査で得られたイギリスの学校の状況を

整理したものである。科学研究の研究分担者である国立特

別支援教育総合研究所研修情報部主任研究員の横尾俊氏，

並びにバーミンガム大学国際教育研究所の山下博美先生に

深く御礼を申し上げます。

文献
１）INSPECTION REPORT，「LONGWILL SCHOOL」， 

Insupection number：196323，Dates of inspection： 

9th－12th July, 2001

Report on research visits to Longwill School for the Deaf and Thomasson 

Memorial School for the Deaf, Birmingham Educational Authority 

Hiroto Fujimoto
(Department of Policy and Planning)

Summary
　I made research visits to special schools (schools for the deaf) and a Local Educational Authority in the United Kingdom 

to learn more about educational costs for children with disabilities. From these visits I gained an understanding of 

attitudes toward measuring educational costs and systems used for hiring teachers within the fixed school management 

budget provided by the government. With regard to educational contents, I confirmed that classes are operated based on 

school assessment, individual education plan (IEP), academic assessment and oral/sign communication at schools for the 

deaf that I visited.      

Keywords: Educational costs for children with disabilities,　Assessment,　Communication
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１　はじめに

　平成17年11月７日より11月10日の４日間，第25回ア

ジア・太平洋特殊教育国際セミナーが独立行政法人国立特

殊教育総合研究所の主催で開催された。このセミナーの

テーマは，「知的障害のある子どもの指導の工夫及び教育

環境の整備－就労をとおした社会への積極的な参加をめざ

して」であり，アジア・太平洋地域の日本を含め13か国

が参加した。セミナーでは，基調講演，国別報告を通し

て，各国の状況や経験を共有し，今後の課題について協議

された。

　このセミナーにおける協議の基礎資料として，セミナー

実行ワーキンググループが，各国における「知的障害教育

の現状と職業教育及び就労支援に関する国際比較調査」を

実施した。

　そこで，ここではその比較調査と昭和63年に実施され

た「精神薄弱教育に関する実態調査」を手がかりに，アジ

ア・太平洋地域における知的障害教育の現状と職業教育及

び就労支援の状況を報告し，今後の検討課題について考察

することを目的とする。

２　比較調査の項目について

　アジア・太平洋地域における知的障害教育の現状につい

て，当時の国立特殊教育総合研究所精神薄弱教育研究部を

中心とした調査がある。その調査は，昭和63年に実施さ

れたもので，「精神薄弱教育に関する実態調査」であった。

その調査は，教育の義務制の実施，障害の程度と教育の

場，特殊学級について，養護学校について，就学指導，学

習指導要領，職業教育，教師・研修の項目で構成されてい

た。その結果については太田（1989）がまとめている。

　これらの項目を踏まえ，今回の調査項目をアジア・太平

洋特殊教育国際セミナー実行ワーキンググループで協議し

た。さらに，これらの項目に，知的障害者に関して，①

障害者の雇用義務に関する法令，②移行支援のプログラ

ム，③就労支援を行う組織，④学校以外で職業教育を行う

機関，⑤就労可能な職業の種類について，の項目を追加し

た。表１に示すように大項目として「Ⅰ．知的障害教育の

制度」「Ⅱ．就学の相談・手続き」「Ⅲ．教育課程」「Ⅴ．

職業教育と就労先」「Ⅵ．大人の生活への移行支援」「Ⅶ．

教員養成・研修」であった。前回の調査項目であった「Ⅳ．

週時程表」は省略した。これらの項目については，資料１

のTable の左欄に記載されている。

表１　国際比較調査の項目

１．知的障害教育の制度
２．就学の相談・手続き
３．教育課程
４．職業教育と就労先
５．大人の生活への移行支援
６．教員養成・研修

３　国際比較調査の実施

　第25回アジア・太平洋特殊教育国際セミナーの各国代

表は，セミナー参加に際して，各国の国別報告書に加え，

この国際比較調査に情報を記入し，送付することが求めら

れた。

　国際比較調査に参加した国は，バングラデシュ，中国，

第二部　国際会議・外国調査等の報告

アジア・太平洋地域における知的障害教育と職業教育

徳　永　　　豊　・　木　村　宣　孝　・　小　塩　允　護
（企画部）　　　　 　（教育支援研究部）　　　　  （愛知淑徳大学）

要旨：第25回アジア・太平洋特殊教育国際セミナーの参加者を対象に，「知的障害教育の現状と職業教育

及び就労支援に関する国際比較調査」を実施した。調査の項目は，昭和63年にその当時の精神薄弱教育研

究部が実施した調査項目を参考に検討し，①知的障害教育の制度，②就学の相談・手続き，③教育課程，

④職業教育と就労先，⑤大人の生活への移行支援，⑥教員養成・研修であった。その結果を報告するとと

もに，アジア地域の経済発展に伴い，障害のある子どもの教育が，この数年で大きく変化する可能性を指

摘した。さらに，知的障害のある人の職業教育や就労支援に関して，それぞれの社会や学校教育の成熟度

に応じて取り組む課題があることを指摘した。

キーワード：アジア・太平洋地域　知的障害　職業教育　就労支援
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インド，インドネシア，日本，マレーシア，ネパール，

ニュージーランド，パキスタン，フィリピン，韓国，スリ

ランカ，タイであった。

　オーストラリアについては，1988年の調査の情報をそ

のまま記載した。

４　調査の結果

　「知的障害教育の現状と職業教育及び就労支援に関する

国際比較調査」の結果については，資料１に示した。調査

対象国14か国について，原則３か国ごとにTableとして示

している。大項目の「Ⅰ．知的障害教育の制度」「Ⅱ．就

学の相談・手続き」「Ⅲ．教育課程」「Ⅴ．職業教育と就労

先」「Ⅵ．大人の生活への移行支援」「Ⅶ．教員養成・研修」

ごとに結果が示されている。

（１）知的障害教育の制度
　知的障害教育を管轄する省庁については，多くの国が

教育省であった。教育のみの名称でないのは，バングラ

デシュが「福祉・教育省（Ministry of Social Welfare and 

Ministry of Primary and Mass Education）」であり，イン

ドが「人的資源省の教育庁（Ministry of Human Resource 

Development）」であった。1988年においては福祉・保健

の関係省が管轄する国もあったが，教育として独立する傾

向がみられる。

１）教育の義務制について
　学校教育の義務制については，ネパールとパキスタンが

「Yes」ではない。パキスタンは，無償での教育を受ける

ことが可能と記述されている。

　知的障害教育の義務制については，上記の国の他にバ

ングラデシュが「Yes」ではない。また国ごとの知的障害

者の義務教育の開始年をみると，70年代が日本，80年代

が中国，フィリピン，90年代がインド，インドネシア，

ニュージーランド，韓国，スリランカ，2000年代がマ

レーシア，タイとなっている。

　1988年の調査では，知的障害教育が義務制の国は３か

国であり，それ以降に知的障害教育が義務制になった国が

多い。

２）知的障害の児童生徒の義務教育実施率
　知的障害の児童生徒の義務教育実施率については，デー

タのない国も多かった。中国が82％，インドが69％，日

本，ニュージーランド，韓国が100％，タイが80％で

あった。

３�）知的障害特殊学級，知的障害養護学校数と児童生徒数
等について

　知的障害特殊学級，知的障害養護学校数，児童生徒数，

重複障害の就学についてのデータが記載されている。これ

らのデータについては，国の人口等に左右され，設問を検

討する必要がある。1988年の調査では，養護学校数を設

問していて，今回は知的障害養護学校数を尋ねている。　

特殊学級数と養護学校数が増加していることがうかがえ

る。

　特殊学級や養護学校の学級サイズは，最も少な場合が重

複障害の場合の３であり，多い場合は12であった。

　保護者の経費負担については，通常の経費に比べて高い

と回答した国が，バングラデシュ，インド，インドネシ

ア，パキスタン，韓国，スリランカである。フィリピンや

ニュージーランドでは，私立学校の場合は高いという記述

であった。

（２）就学の相談・手続き
　就学の相談・手続きの体制について結果を示した。「知

的障害養護学校への就学について，保護者が反対意見を述

べることがあるか」という項目で，「時々」と回答がある

のは，バングラデシュ，中国，日本，マレーシア，ネパー

ル，ニュージーランド，パキスタン，フィリピン，韓国で

あった。この理由については多様な要素が想定されるが，

バングラデシュの回答は，教育が必要であることへの「意

識の欠如，貧困のため」という記述があった。また，パキ

スタンでは「女子の場合に」とある。「より通常学校で」

という文脈とは異なる「基本的な教育の機会」に関する課

題と考えられる。

　一方，ニュージーランドでは「保護者は選択が可能だ

が，通常学校が好意的に受け入れない場合は，選択とはな

らず，問題が生じる」との記述があった。

（３）教育課程
　知的障害教育における教育課程の基準を国として位置づ

けていないのは，バングラデシュ，インド，ネパールで

あった。多くの国で知的障害教育における教育課程の基準

が位置づけられていた。その最初の年については，50年

代がフィリピン，60年代が日本，70年代が韓国，インド

ネシア，80年代が中国，パキスタン，スリランカであり，

それ以降がマレーシア，ニュージーランド，タイであっ

た。

　各国における教育課程の領域や教科，また特別な指導に

ついては，様々な名称と位置づけが記載されている。特徴

的な点は，ニュージーランドが「すべての子どもが同じ

カリキュラム－特殊教育で異ならない」との記述があり，
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ニーズに応じた個別プログラムを取り上げていた。

（４）職業教育と就労先
　知的障害者の職業教育に関して「Yes」の国は，オース

トラリア，バングラデシュ，日本，マレーシア，ネパール

（ある学校では），ニュージーランド，パキスタン，フィリ

ピン，韓国，スリランカ，タイであった。職業教育の職種

については，多様な職種が記載されていて，上記の国の他

に，中国，インド，インドネシア，マレーシアにおいても

職種が記載されていた。

　学校教育終了後の就労・進学のデータについては，多

くの国でそのデータがなく，日本，韓国のみであった。

韓国においては，後期中等教育後に継続教育への進学が

37.2％，雇用が28.1%，その他が34.7％と記載されてい

る。このデータについては知的障害に限定したデータか否

かの検討が必要である。

（５）大人の生活への移行支援
　障害者の雇用義務に関する法令について「Yes」の国

は，中国，インドネシア，日本，マレーシア，ネパール，

ニュージーランド，パキスタン，韓国，タイであった。

　その法令の時期は，60年代が日本，80年代がパキスタ

ン，90年代が中国，インドネシア，ニュージーランド，

韓国，タイであった。

　個別の移行支援プログラムに関する記述があったのは，

インド，日本，ニュージーランドであった。学校以外の就

労支援，また職業能力の開発機関，就労先が多様に記載さ

れている。

（６）教員養成・研修
　教員研修の機関については，マレーシアのみが「No」

と回答している。他の国々は大学，教育機関等が記載され

ている。マレーシアにも大学等の機関はあり，専門に「特

殊教育の研修機関」と理解し，回答したものと推測され

る。ちなみにマレーシアでは，国立の特殊教育に関する機

関を設立する計画が進められている。

　知的障害教育に携わる教師は，特別な資格が必要とされ

ているかについては，「Yes」でない国が，中国，ニュー

ジーランドであった。中国では，「上海ではそうであるが，

他の地域では基礎的な資格で」との記載であった。また

ニュージーランドは「どのような役割かで異なる」との記

載であった。

５　おわりに

　ここでは，「知的障害のある子どもの指導の工夫及び教

育環境の整備－就労をとおした社会への積極的な参加をめ

ざして」をテーマとして開催された第25回アジア・太平

洋特殊教育国際セミナーへの参加者からの情報と昭和63

年の「精神薄弱教育に関する実態調査」結果をもとに，各

国における「知的障害教育の現状と職業教育及び就労支援

に関する国際比較調査」の結果を報告した。

　アジア・太平洋地域の国々における特殊教育については，

その社会経済状況を背景に，さまざまな取組がみられる。

知的障害教育に関しては，半数の国でこれからの大きな課

題であろう。しかしながら，近年のアジア地域の経済発展

に伴い，障害のある子どもの教育が，この数年で大きく変

化することが予測される。

　知的障害者の職業教育及びに就労支援は，我が国におい

ても重要な課題となっている。アジア・太平洋の国々にお

いては，それぞれの社会や学校教育の成熟度に応じて，取

り組む課題が異なると考えられる。今後は，それぞれの課

題を解決するために，それぞれの経験を共有し，相互に情

報交換をしながら，協力していくことが重要であろう。

謝辞：第25回アジア・太平洋特殊教育国際セミナー実行

ワーキンググループの笹本健氏，新井千賀子氏，渡辺正裕

氏には，記して感謝申し上げます。

　執筆しました３名も実行ワーキンググループのメンバー

であり，昭和63年の調査項目を踏まえ，知的障害教育グ

ループで項目を検討し，結果を整理した経緯で，この報告
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Vocational Education and Supports of Employment for Children 

with Intellectual Disabilities in Asia-Pacific Countries

Yutaka Tokunaga
（Department of Policy and Planning）

Nobutaka Kimura
（Department of Educational Support Research）

Chikamori Oshio
（Aichi Shukutoku University）

Summary
　The survey was to investigate the situation of education and support of employment for children with intellectual 

disabilities in Asia-Pacific countries. A delegate of each country of the 25th Asia-Pacific International Seminar on Special 

Education, 2005 in Japan was requested to send information about education and supports of employment for children 

with intellectual disabilities. The items of the survey were based on the survey in 1989 as follows; 1.Educational system 

for children with intellectual disabilities, 2. Educational placement and procedures, 3. Educational curriculum for children 

with intellectual disabilities, 4 . Vocational Education and supports of  employment, 5 . Teacher education and training. 

The results suggested that vocational education and establishment of supports towards employment had become very 

important according to social-economic development in Asia-Pacific countries.

Key Words: Asia-Pacific Countries,　Intellectual Disabilities,　Vocational Education, Supports of Employment
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１　韓国の学校教育について

（１）韓国の基本情報1)

　面積は，約9万9,274平方キロメートルであり，朝鮮半

島全体の45％，日本の約4分の1である。西部と南部は平

野が多く，国土の約70％を占める山岳地帯が北部と東部

に密集している。人口は，約4,885万人であり，そのうち

の約４分の１が首都ソウルに集中している。言語は，韓国

語であり，民族は，韓民族である。日韓間の貿易は着実に

拡大を続けており，現在，日本は韓国にとって第２位の貿

易相手国，韓国は日本にとって第３位の貿易相手国となっ

ている。また，政治関係においても一層の深みと広がりを

見せており，日韓両国はもちろんのこと，アジア・太平洋

地域の繁栄にとっても極めて重要な関係にある。

（２）韓国の教育
　韓国の学制は，６・３・３・４制で，日本と同様である。

日本の小学校にあたる初等学校，中学校，高等学校，大学

などからなっている。現在の義務教育年限は，６～15歳

の９年間である。1984年に義務教育年限がそれまでの６

年から９年（6～15歳）に延長された。その後，延長分（中

学校1～3学年）について，無償の義務教育が段階的に導

入され，2004年3月から完全実施となった。韓国の学校

系統図を図１に示した２）。

　公立，私立を問わず初等学校・中学校・高等学校及び特

殊学校には，教職員，保護者，地域社会人等で構成される

「学校運営委員会」の設置が義務付けられている（「地方教

育自治に関する法律」（1995年改正）により設置）。学校

運営委員会は学校の管理運営に関する審議機関であり，学

校憲章及び学則の制定又は改正に関する事項，学校の予算

案及び決算に関する事項，学校教育課程の運営方法に関す

る事項，教科用図書，及び教育資料の選定に関する事項等

の審議を行う。最終的な法的責任は学校長が負うことにな

るが，学校長は運営委員会の審議結果を最大限尊重しなけ

ればならない。そこで，審議結果とは異なって施行する場

合は，運営委員会と管轄庁に書面によって報告しなければ

ならないとしている３）４）。

（３）教育行政について３）４）

　中央政府には「教育人的資源部」が置かれ，学校教

育・生涯学習及び学術を所管している。韓国の教育行政

は1990年代初めまで国が一元的に統括する中央集権的体

制をとっており，地方に設けられた教育委員会は実質的

に国の出先機関であった。しかし，1989年の地方自治法，

1991 年の地方教育自治に関する法律の制定により，学校

の設置管理などの教育事務が広域地方自治体（特別市・広

域市・道）の所轄事務となった。

　地方の教育行政機関として，広域地方自治体ごとに教育

庁が置かれている。教育庁は，「教育監」及び「教育委員

会」からなる組織の総称である。「教育監」及び「教育委

員会」の委員は学校運営委員会の各委員が選挙人となり，

選挙によって選出される。また，教育庁と当該地域の特別

第二部　国際会議・外国調査等の報告

韓国における特殊教育と健康障害教育の動向

滝　川　国　芳　・　西　牧　謙　吾
（教育支援研究部）

要旨：韓国における病気の子どもの教育について，特殊教育の歴史的背景と現状を概観し，制度と実際の

取組について報告することを目的とした。1977年に「特殊教育振興法」が制定されたことによって，韓

国の特殊教育は大きく発展することとなった。そして，1994年の全文改定によって，教育の機会拡大や

質的向上に向けた早期特殊教育，巡回教育，治療教育，個別化教育，統合教育等に関する規定の導入など

が制度化された。さらに2005年の改正によって，健康障害が，特殊教育対象の障害カテゴリーとして加

えられることとなった。健康障害教育の対象者は，心臓障害，腎臓障害，肝機能障害等慢性疾患により，

３ヶ月以上の長期入院あるいは通院治療等継続的な医療的支援が必要で，学校生活，学業遂行等において

教育的支援を持続的に受けなければならない者とされた。病院の中にある学級は，通称として「病院学校」

と韓国では称されている。健康障害教育の対象者は，それまで通っていた学級に籍を置いたまま病院学校

または自宅での学習支援を受けることができる。また，病院学校特殊教師の授業だけではなく，ICTによ

る画像講義システム等を利用して授業日数の確保をしている。今後，日韓両国の健康障害教育の取組を比

較研究することは，新たな視点による病気の子どもの教育の推進につながると考える。
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市庁・広域市庁・道庁は同じ地方自治団体の行政機関では

あるが，人事，予算の編成及び執行，庁舎等が完全に分離

しており，まったく別個の団体として機能している。

　さらに各教育庁下の区・市・郡には下級行政機関として

の地方教育庁が設置されている。初等学校・中学校・高等

学校は特別市・広域市・道レベルが設置・管理する。

２　韓国における特殊教育について

（１）特殊教育の歴史
　韓国の特殊教育は，米国から来た医療宣教師ロゼッタ･

シャーウッド･ホール(Rosetta Sherwood Hall)女史が1894

年に平壌で目の不自由な子どもたちに点字教育を行ったこ

とから始まったとされる5)。ロゼッタ･シャーウッド･ホー

ル女史は，1909年に，最初の聾学校を設立するなど韓国

の特殊教育への貢献は大きかった。

　1910年からは1945年までは，日本による植民地時代と

なる。この間の1912年に，韓国最初の特殊教育関連法案

である「済生院官制」が朝鮮総督府により制定・公布され

た。これにより特殊教育の公教育化が始まり，特殊学校の

設置が始まることとなった。1949年に韓国独自の「教育

法」が制定され特殊学校の設置と特殊学級の拡充について

明記され法的根拠が明示されることとなった。しかしなが

ら，韓国における特殊教育は，私立の特殊教育機関によっ

て主導されてきたこともあって，公教育による特殊教育制

度の整備は直ちには進まなかった６）。公立初等学校特殊学

級は，1971年に韓国において初めて設置された。

　1977年に「特殊教育振興法」が制定され，1979年に施

行された。これにより，特殊学校，特殊学級，その他初等

学校で提供するすべての教育が無償で提供されることと

なった。1988年には，ソウルでパラリンピックが開催さ

れたことにより，障害者や特殊教育への理解・啓蒙が促進

されることとなる。このことは，1994年の「特殊教育振

興法」の全文改正に向けた社会的後押しとなった。この改

正によって，教育の機会拡大や質的向上に向けた早期特殊

教育，巡回教育，治療教育，個別化教育，統合教育等に関

する規定の導入などが制度化された7)。特殊学校の対象と

なる障害種は，視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自

由，情緒障害とした。そして，特殊教育対象者に対する初

等学校および中学校課程における教育を義務教育と定め，

幼稚園及び高等学校課程における教育は無償教育とした。

また，新たに算数・発話・読み・書きなど特定の分野にお

いて学習上障害がある学習障害児を特殊教育対象者とし

て規定した。2005年の「特殊教育振興法」改正によって，

病気による長期入院治療を行っている子どもたちが特殊教

育対象者として制度上初めて位置づけられた。また，治療

教育に関する規定が設けられ，特殊教育機関に治療教育担

当教師が配置されることとなった。

図１　韓国における学校体系図
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（２）特殊教育の現状
　大韓民国憲法第31条には，教育に関する国民の権利と

義務について規定されている（第31条①すべての国民は，

能力に応じて，均等に教育を受ける権利を有する。②すベ

ての国民は，その保護する子女に，少なくとも初等教育及

び法律が定める教育を受けさせる義務を負う。③義務教育

は，無償とする。等）。

　また，大韓民国教育基本法第３条，４条に，学習権と教

育機会均等について明記されている（第３条（学習権）す

べて国民は，生涯にわたり学習し，能力と適性によって教

育を受ける権利を持つ。第4条(教育の機会均等) すべて国

民は，性別，宗教，信念，社会的身分，経済的地位，又は

身体的条件等を理由に教育において差別されない。）。

　そして，第18条では特殊教育について規定し，国及び

地方自治体の役割について明示している（第18条（特殊

教育）国家及び地方自治団体は，身体的・精神的・知的障

害等により特別な教育的配慮が必要な者のための学校を設

立・運営しなければならず，これらの教育を支援するため

に必要な施策を樹立・実施しなければならない。）。

　特殊教育対象者は，特殊教育振興法第10条に規定され

ている。具体的には，視覚障害，聴覚障害，精神遅滞，肢

体不自由，情緒障害（自閉症を含む），言語障害，学習障

害，健康障害，その他教育人的資源部の定める障害がある

人の中で特殊教育を必要とする人であると評価された者を

いう。これらの特殊教育対象者は，障害の程度や保護者の

意見等を総合的に判断して，一般学校の一般学級や特殊学

級，特殊学校で教育を受けている。

　表１は，2007年の特殊教育対象学生（韓国では学校種

に関係なく学生と称している）の現況を示したものであ

る。特殊教育対象学生全体の54.7%の学生が知的障害で，

次いで肢体不自由（11.74％），情緒障害(11.67%)，学習

障害(10.6%)であった。また，学習障害の99.8%，健康障

害の96.5%が一般学校の一般学級または特殊学級に在籍し

ていることがわかる。表２は，年度別および障害別学生数

を示している。

　表３は，年度別にみた特殊教育対象学生の配置現況を示

している。年を追うごとに，一般学校の配置学生数が増加

している。また，全体の学生数に占める特殊学校配置学生

数の割合が，2003年度が45.3%であったのが，年々減少

し，2006年度37.2%，2007年度34.8%となっている。

　表４は，特殊学校の設立主体による国立，公立，私立

別特殊学校数等を示している。2007年度は，国立５校

（3.5%），公立50校(34.7％ )，私立89校（61.8%）の比率

となっており，私立への依存度が高いことがわかる。ま

た，学生数についても特殊学校に通う全学生の52.1％に

あたる11,966人が私立の特殊学校に在籍している。

表１　特殊教育対象学生現況　(2007年)
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　以上のように，韓国の特殊教育は，1977年に制定され

た「特殊教育振法」を法的根拠として，1994年の全文改

正を含め，これまで幾度も改正と繰り返して今日に至って

いる。現在進められている政策推進の柱は，(1)障害理解

教育，(2)一般学校における障害児・者のための施設・設

備の拡充，(3)障害のある幼児に対する無償教育費の支援，

(4)特殊学級の増設，(5)特殊学級の運営形態の転換，(6)特

殊教育補助員の配置及び治療教育の強化，(7)一般教育の

特殊教育に対する責務の確立，(8)特殊教育支援センター

の設置・拡大及び運営，があげられる10）。

３　韓国における健康障害教育について

（１）健康障害教育の対象学生としくみ
　2005年に改正された特殊教育振興法で，健康障害が，

特殊教育対象の障害カテゴリーとして加えられることと

なった。その背景として，2005年以前は，年間約8,000

人の学生が病気によって，休学または中退という状況に

あった。これらの学生は，留年によって次の学年に友達と

一緒に進学することができなかったり，学習の遅れが著し

くなっていたりして，友達関係の構築が難しく，疎外感を

もつことが多かった。そのような中，保護者や学生本人

から特別な教育支援の要求が急増していた。また，OECD

表３　年度別特殊教育対象学生の配置現況 表４　特殊学校の設立別内訳（2007年）

表２　年度別および障害別学生数
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（経済協力開発機構）に加盟している主要国においては，

すでに病気の子どもへの教育である健康障害教育が障害カ

テゴリーとして位置づけられ，特殊教育の対象となってい

たことも大きな背景であった。健康障害の定義は，心臓障

害，腎臓障害，肝機能障害等慢性疾患により，３ヶ月以上

の長期入院あるいは通院治療等継続的な医療的支援が必要

で，学校生活，学業遂行等において教育的支援を持続的に

受けなければならない者（特殊教育振興法施行令第９条２

項）とされた。選定基準である「３ヶ月以上の継続的な医

療的支援」というのは，入院あるいは通院治療等の長期間

の医療的が必要で，１年の出席日数220日の３分の２以上

を出席することができない程度の医療が要求される場合

で，継続的に３ヶ月間入院しているということだけで特殊

教育対象学生としないこととしている。

　病院の中にある学級は，通称として「病院学校」と韓国

では称されている。病院学校の設置は，設置・運営に対す

る行財政支援とその教育の広報について，病院学校を置く

こととなる地域総合病院と，広域地方自治体（特別市・広

域市・道）教育庁や各教育庁下の区・市・郡の教育庁との

間で協約を結ぶことによって可能となる。そして，病院側

に対して，教育庁側が，教員を派遣するという人的支援，

備品，教材等の物的支援などの財政的支援を行う。病院学

校は，「○○教育庁所属□□病院学校」と称され，「派遣学

級」形態で設置されるものである。また，病院学校が設

置された病院の小児科医師等の主責任医療関係者に対し，

「名誉校長」の役割を付与して円滑が病院学校運営を図る

こととなる。そして，健康障害教育の対象となる学生は，

それまで通っていた学級に籍を置いたまま病院学校または

自宅での学習支援を受けることとなる。

　病院学校数は，2004年に４校であったが，2007年には

19校に増加した。また病院学校が設置されているのは，1

特別市・6広域市・8道・1特別自治道の16行政区域のうち，

法改正があった2005年に３行政区画だけであったが，１

年後の2006年には，９行政区域に広がった。しかしなが

ら，大都市にだけしか存在していないということもあり，

2008年には，全行政区域32校に病院学校設置を推進する

ことになっている。

　広域自治体教育庁においては，慢性疾患学生を健康障害

学生として認定することによって，病気治療による長期欠

席による留年を防止するよう一般学校に広報を徹底するよ

うに努めている。

　韓国国立特殊教育院では，韓国病院学校ホームページ

Hospital School of Korea11）を作成し，国内の病院学校に

関する情報の一元化を図っている。このホームページで

は，

１．病院学校：病院学校の紹介，目的および機能，入学

案内，病院学校一覧　

２．お知らせ：公式事項，行事お知らせ，お勧めサイト

３．病院学校プログラム：病院学校プログラム，画像講

義システム　

４．いろいろな学習活動：おたより写真，動画映像

５．病院学校情報倉庫：病院学校資料室，画像講義資料集

６．参加の広場：質問コーナー，自由掲示板

など６つの柱で情報提供をしている。

図２　国立特殊教育院内に新設された特殊教育情報館

（２）健康障害対象学生への教育支援

１）個別化された教育支援
　一人一人の健康状況に応じた教育のためには，個別の教

育計画，個別の健康管理計画を立てることが，不可欠であ

る。これらの計画は，入院前に通っていた学校の担任教

師，病院学校の特殊教師，病院主治医の三者の話し合いに

よって作成することとなっている。病院学校での出席状

況，授業内容，評価等については，病院学校の特殊教師か

ら籍のある学校への情報として，病院学校設置契約をして

いる教育庁から，授業確認証明書や成績書類等により報告

がなされる。

２）画像講義システムによる支援
　病院学校特殊教師の授業だけではなく，ICTによる画像

講義システム等を利用した授業日数の確保するよう努めて

いる。画像講義システムは，サイバー学習サービスを学生

に提供するものである。学生は，病院学校や療養中の自宅

においてインターネットがつながったパソコンを利用する

ことによって，広域自治体教育庁の教授－学習センターの

画像講義担当教師による画像講義システムによる授業を受

けることができる。このシステムは，登録手続きを行うこ

とによって，学生，保護者，教師が無料で教授学習コンテ



－84－

ンツを利用することができる。これらのコンテンツは，教

育庁情報院において開発，改訂作業が行われている。

　現在は，ソウル特別市，仁川広域市教育庁，慶尚南道教

育庁において画像講義システムが運用されており，所轄の

病院学校や学生自宅のある地域だけではなく，近隣の広域

自治体にある病院学校や学生自宅にもサービスを提供して

いる。表５は，運用３教育庁のサービス担当エリアを示し

たものである。

３）病院学校の運営面からの支援
　病院学校では，派遣された特殊教師のほかに，近隣学校

からの教師ボランティア，教育大学や師範学校の学生によ

る予備教師の訪問教育，ICTによる画像講義システムを積

極的に活用して個別指導や相談が継続的に行うことができ

るよう管理し，学年別，科目別指導が確保できるように学

生を支援している。また，病院学校の授業参加を出席と認

めるように措置し，正規教員が配置されていない病院学校

であっても，授業確認証明書の発給によって出席と認定し

ている。その際の最小授業時間は，原則として幼稚園・小

学生は１日１時間以上，中学生・高等学生は１日２時間以

上としているが，子どもの病状に合わせて変更することが

できる。

　病気治療を終えて退院した後も，自宅においてサイバー

家庭学習サービスにより，教師と１対１の授業を受けるこ

とができる。

４）心理的支援
　病気によって入院治療を必要する子どもたちは，それま

でできていた学校活動が制限されたり，参加できなかった

りすることから，不安感をもったり気持ちが落ち込んだり

することがある。また，将来への不安や服薬による副作用

にも教育的支援が必要となる。そこで，2006年に，健康

障害のための認識プログラムが開発された。このプログラ

ムは，健康障害の学生自身の病気への自己認識を高めるこ

とのほかに，友達などの周囲にいる人にも病気などに正し

い情報と取り組むべき課題について情報的提供を行うため

のものである。

　入院生活を余儀なくされても，それまでの友達関係を維

持継続できるようにするために，病院学校や教育庁は，友

達による病院訪問を企画実施することもある。

（３）病院学校の実際　－セブランス病院学校－
　セブランス病院学校は，ソウル市内の延世大学校新村延

世セブランス病院の子ども病院内に設置された病院学校

である。2000年12月に病院内教室が設置され，2006年

３月に新たにソウル特別市西部教育庁との協約により，病

院学校としてスタートした。病院学校に通う子どもの疾患

は，小児がんや腎臓疾患をはじめ様々であるである。「泉

水教室」と「夢の木教室」と称する教室に分かれており，

前者は免疫力が減少した児童のための教室であり，後者は

すべての入院児童のための教室である。

　授業は，一般授業と出席認定授業とがある。一般授業の

対象となるのは，入院しているすべての学生である。授業

時間は１日あたり３～４時間である。出席認定授業の対象

となるのは，健康障害の障害カテゴリーに該当すると判断

された学生（以下，健康障害学生とする）のみである。授

業時間は，小学生が１日あたり１時間，中学生が１日あた

り２時間である。一般授業の科目は，国語，英語，数学，

日本語，漢字，ものづくり，音楽治療，美術治療，芸術治

療である。一方，出席認定授業は，小学生が国語，数学，

中学生が国語，英語，数学である。

　病院学校には，教育庁から派遣された特殊教師のほか

に，教員資格をもつ教師ボランティア，教育大学や師範大

学に通う予備教師が教室内で学生の授業に参加している。

表６は，出席認定授業を担当する教師等の内訳，表７は，

一般授業を担当する教師等の内訳を示している。

表６　出席認定授業教師等の内訳

表７　一般授業教師等の内訳

表５　画像講義システム運営教育庁の担当地域
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　すべての健康障害学生が入学する時には，入校すること

となった健康障害学生の担任教師と，健康状態，これまで

の学習内容，健康障害出席管理に関する情報交換を行い，

毎月月末には，授業に参加した健康障害学生の担任教師と

授業内容と授業時間数について情報交換を行うこととなっ

ている。

　健康障害学生の授業運営の課題としては，多様な学年の

子どもが混在していること，切れ目のない子どもたちの入

退院に伴う授業内容の連携が難しいこと，退院後の欠席期

間中の学習時間確保の困難さ，学生数が毎日変化すること

による教師の確保が難しいことがあげられている。

　病院学校の運営にあっては，民間企業や民間協会による

金銭面，物資面での後援も大きな役割を果たしている。

４　おわりに

　ここでは，韓国における特殊教育の歴史と現状を概観

し，新しく制度として始まった病気の子どもたちを対象と

した健康障害教育について取り上げた。病院学校では，特

殊教師だけではなく，教師資格のあるボランティア，保護

者や地域のボランティアなど様々な立場の人が学校内で教

育支援に携わっている。病気の子どもたちの学びは，これ

らの人的サポートによって保障されるようになりつつあ

る。そしてさらに，画像講義システムなどのＩＣＴを活用

した教育支援が，子どもの学びをより確実にするツールと

して積極的に学校現場に取り入れられ，実用されている。

1977年に制定された「特殊教育振興法」は，これまで10

回以上の改訂を繰り返し，現行「特殊教育振興法」に至っ

た。そして，2008年度からは，これまでの「特殊教育振

興法」に変わって，「障害者などに関する特殊教育法」が

施行されることになっており，今後も新たな特殊教育の取

組が推し進められることになるであろう。
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Trends in Special Education and Education for Children with 

Health Impairments in Republic of Korea

Kuniyoshi Takigawa

Kengo Nishimaki

(Department of Educational Support Research)

Summary
　The purpose of this paper is to present a broad overview on the historical background and current situation of special 

education, focusing on education for children with health impairments in Korea, and to report on the educational system 

and actual approaches. With the establishment of the “Special Education Promotion Law” in 1977 , special education 

in Korea has become largely developed. Through a revision of the entire text in 1994 , the introduction of provisions 

relating to early special education, itinerant education, remedial education, individualized education, integrated education, 

etc. directed towards qualitative improvement and expansion of opportunities for education have become developed. 

Furthermore, based on a revision to the law in 2005, a category of health impairments was added as a disability category 

applicable to special education. Those subject to education for children with health impairments were set as children 

who require long-term hospitalization of at least 3 months or continuous medical supports such as ambulant treatment, 

etc., due to chronic diseases such as cardiac problems, renal problems, hepatic function disorder, etc., and who must 

continuously receive educational supports in school activities and academic progress. The classes that are inside the 

hospitals are commonly referred to as “Hospital School” in Korea. The children subject to education for children with 

health impairments can receive study supports at these hospital schools or at their own home while remaining enrolled in 

the classes that they had attended previously. The number of school days is also secured by using not only classes taught 

by special teachers of hospital schools, but a lecture system based on Cyber Education Program, etc. as well. In the future, 

comparative research of approaches for education of children with health impairments in both Korea and Japan can be 

considered to be linked to education for children with health impairments from a new perspective.

Keywords: �special education in Korea,　education for children with health impairments,　hospital school,　Cyber Education 

Program,
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１　　はじめに

　これまでSENDDDにかかる各国代表者会議は，OECDの

関連組織であった教育革新研究センター（CERI）の中で

行われていた。しかし，各国における特別ニーズ教育の政

策的重要性の高まりを受けて，2007年１月１日から，教

育政策委員会にその計画実施の責任が移されることとなっ

た。政策的な重要性を高めている要因として，以下の３点

が示されている：１）労働市場の質的変化はより良い教育

を受けた市民を必要としており，特別なニーズのある生徒

についても，その学習成果をより改善するための圧力が

教育制度にかかっていること；２）社会的一体性（social 

cohesion）が各国で主要な政策目標となっており，障害

を有する人の社会へのインクルージョンと，障害を環境

的，社会的，参加的視点から理解するという障害観が広

まっていること；３）社会の全ての面において障害のある

生徒を含み込むということが，特に国連の障害者権利条約

によって，権利として明示されてきていること。なお，国

連の障害者権利条約はその第31条によって，締約国の条

約に基づく義務の履行の評価等のために，統計及び資料収

集を定めている。

　2007年には，５月15日，16日にフィンランド（ヘルシ

ンキ市）で，そして10月22日，23日にドイツ（ベルリン

市）で，２回の会議が開かれ，それぞれの会議の前後に，

学校見学が用意された。組織上の変化に伴い，2006年韓

国で開催された第16回SENDDD会議をもって，会議の名

称も変わることとなった。

　フィンランドの会議は「教育局・教育政策委員会，特別

ニーズ教育に関する各国専門家グループ，統計と指標に関

するSENDDD専門家会議」と称された。一方，ドイツの会

議は「教育局・教育政策委員会，特別ニーズ教育に関する

各国専門家グループ，障害・学習困難・社会的不利を有す

る生徒の学習の成果に関する作業部会」と称された。名称

が変わった理由は，教育政策委員会にSENDDDに関する研

究調査の計画実施の責任が移行して，第一回目の特別ニー

ズ教育に関する各国専門家グループ会議がドイツ会議に先

立つ10月８日，９日に開催され，SENDDDに関わる会議

の名称も変更されたためである。

　フィンランドとベルリンの会議報告を記す前に，「教育

政策委員会」「専門家グループ」「作業部会」「教育局」等

第二部　国際会議・外国調査等の報告

2007年に開催されたOECDにおけるSENDDD（障害，困難，

社会的不利を有する生徒）にかかる各国代表者会議報告

保　立　有希子　・　中　澤　惠　江
（文部科学省特別支援教育課）　 （教育支援研究部）

要旨：これまでSENDDDにかかる各国代表者会議は，OECDの関連組織であった教育革新研究センター

（CERI）の中で行われていた。しかし，各国における特別ニーズ教育の政策的重要性の高まりを受けて，

2007年１月１日から，OECD専門委員会の一つである教育政策委員会にその計画実施の責任が移されるこ

ととなった。障害のある生徒にかかる研究調査の中核は，現在次の二つとなっており，教育政策委員会の

大きな枠組みの中で，これからも進められていくこととなっている。１）障害のある生徒の中等教育後の

移行：「障害のある生徒の第三次教育と雇用への経路」，２）障害，学習困難，社会的不利を有する生徒の

統計と指標：「障害，学習困難，社会的不利のある生徒の学習の成果」である。SENDDDの会議は，後者の

「障害，学習困難，社会的不利のある生徒の学習の成果」についての「特別ニーズ教育に関する専門家グ

ループ」のための「作業部会」という位置づけとなった。2007年には，５月15日・16日（フィンランド・

ヘルシンキ市）と10月22日，23日（ドイツ・ベルリン市）に会議が開催された。新たな検討課題として，

障害のある生徒のPISAへの参加と，インクルージョン指標の開発が現在提起されている。なお，フィンラ

ンド会議においては，特別支援教育への新たな改革とその課題について日本が報告を行った。日本の制度

と状況について，参加国の理解を深めることに貢献した。

キーワード：OECD　SENDDD　障害・困難・社会的不利　教育政策委員会
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の位置づけを整理するため，OECDの組織の概略を示す。

次いでOECDにおけるこれまでの障害のある生徒にかかる

研究調査とこれからの方向についても述べる。

２　OECDの組織の概略

　OECDの組織は大きく分けて二つの流れで構成されてい

る。一つは「理事会・委員会（執行委員会，専門委員会）」，

もう一つは「事務局」である。これら二つを，理事会の議

長を務める事務総長が結びつけている。（１，２）

　理事会は機構の最高機関で，全ての加盟国が参加する閣

僚理事会（年1回開催）と常任代表による通常理事会（頻

繁に開催）を招集する。執行委員会は加盟各国の常駐代表

によって構成され，理事会を補佐し，理事会の決定事項を

執行する。各種専門委員会は加盟国の代表によって構成さ

れ，年次作業計画を作成し，広範な分野にわたる研究調査

を行なう。各種専門委員会には，経済施策，開発援助，貿

易，金融・資本市場，環境政策，科学技術政策，雇用労働

社会問題等の専門委員会があり，教育政策委員会はその一

つである。これら専門委員会は多くの課題に対応してお

り，研究調査を行うにあたり，「専門家グル－プ」や「作

業部会」の補佐を受ける。SENDDDの会議は，「特別ニー

ズ教育に関する専門家グループ」のための「作業部会」の

一つという位置づけとなる。

　事務局は事務総長が統括し，加盟国の中から選ばれた経

済，統計，法律，社会科学等の専門家及び行政官によって

構成されている。理事会の決定に従って，各種実務を分担

し，前述の委員会等の作業を補佐する。 

　事務局は以下からなっている：

経済総局，統計局，環境局，開発協力局，パブリックガ

バナンス・地域開発局，貿易局，金融・企業局，科学・

技術・産業局，雇用・労働・社会問題局，教育局，食糧・

農業・水産業局，広報情報局，および事務総長官房と非

加盟国協力センター。

　この中の一つである教育局は，さらに５つの部門に分か

れている：

１）教育および研修・養成政策（「特別なニーズ生徒・パー

トナーシップ」セクションはここに含まれる），

２）指標と分析（「PISA」のセクションはここに含まれ

る），

３）教育マネージメントとインフラ，

４）教育革新研究センター（2006年までは関連組織で

あったが，現在は教育局に位置づけられている），

５）非加盟国との協力プログラム。

　

３　�OECDでこれまで行われた障害のある生徒
にかかる研究調査とこれからの方向

　約30年にわたって行われてきたOECDの障害のある生徒

に関わる研究調査は，以下の３つの主要テーマに焦点が当

てられてきた。

１）移行教育。

２）障害のある生徒の通常学校へのインクルージョン。

３）総合的・量的な分析を可能にする統計データベース

と指標の開発。

　移行教育については，初期においては教育から職業への

移行が中心であったが，近年は義務教育から義務教育後お

よび高等教育への移行，そして高等教育から職業への移行

に焦点が移ってきている。

　インクルージョンに関する研究は初期より行われ，成功

するインクルージョンの最重要要因として以下の９点が特

定されている：

・国によって採用されている資金配分モデル，

・学校の公的アカウンタビリティ制度，

・生徒のアセスメント，

・カリキュラム開発，

・大人対生徒の比率，

・学級アシスタントの役割，

・機能する支援サービス，

・教員とその他の専門家の養成・研修，そして

・地域社会と親の積極的な関与。

　統計データベースと指標の開発については，近年は教育の

成果を示すことの重要性が注目されるようになってきている。

　障害のある生徒にかかる研究調査の中核は，現在以下の

二つとなっており，教育政策委員会の大きな枠組みの中

で，これからも進められていくこととなっている。

１）障害のある生徒の中等教育後の移行：「障害のある

生徒の第三次教育と雇用への経路」

２）障害，学習困難，社会的不利を有する生徒の統計と

指標：「障害，学習困難，社会的不利のある生徒の学

習の成果」

　「障害，学習困難，社会的不利のある生徒の学習の成

果」の中から新たな研究調査の提案が行われている。特別

なニーズのある生徒をPISAに含めるための実証的研究と，

インクルージョン指標の開発である。

４　�統計と指標に関するSENDDD専門家会議
（2007年５月15日・16日，フィンランド）

　会議はフィンランド教育省と国家教育委員会によって開
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催された。また，会議に先立って，５月14日に小学校と

中学校の見学が用意された。参加者は15のOECD加盟国か

ら22名，エストニアとイスラエルからオブザーバーが３

名，欧州委員会から３名，プロジェクト・コンサルタント

１名，OECD事務局から４名であった。また，会議第一日

目のみ，南東ヨーロッパ等の非加盟国が参加した。２日間

にわたる議題は，以下の通りである。

（１）OECD非加盟国との連携
　特別な教育ニーズを有する生徒に関する統計収集の分野

における，OECDと非加盟国との共同プロジェクトが事務

局から紹介された。南東ヨーロッパ諸国についてはすでに

プロジェクトが開始されている。OECD非加盟国であるEU

諸国については，欧州委員会が管轄する生涯教育研究セン

ター（CRELL）を通して統計収集を２年間行うこととなっ

ている。

（２）非加盟国の代表による各国の状況報告
　ブルガリア，クロアチア，ラトビア，リスアニア，マル

タ，モンテネグロ，セルビア，ルーマニアの代表が短い報

告を行った。

（３） 南東ヨーロッパおよび中央アジアにおける
SENDDDに関するOECDの活動

　OECD教育局の非加盟国協力プログラムからの報告が

あった。

（４）将来各国で配布するOECDのSENDDDにかかる取
り組みについての広報文書

　複数の代表から修正意見が出され，それらを取り入れて

再度修正されることとなった。

（５）各国の統計局でのデータ収集においてOECDの枠組
みを取り入れることについて

　前回の韓国会議において提起されたものである。各国の

意見と討議から，現時点では修正が困難であることがわ

かった。逆に，現在使われているOECDの電子質問紙の修

正の必要性が討議の過程で提起され，修正提案がある場合

は，各国が後日電子メールで送ることとなった。

（６）インクルージョン教育の指標
　前年の韓国会議において，ノルウェー代表によって，国

際研究に用いるためのインクルージョン教育の指標開発研

究が提起された。討議のなかで，いくつかの国が関心を示

したため，次回の会議までに，参加を希望するかどうか各

国が表明することとなった。

（７）障害のある生徒のPISAへの参加
　スウェーデン，オーストリア，スロバキアの三カ国か

ら，各国の状況について報告があった。特にスロバキアか

らは，障害のある生徒をより多くPISAに含める希望が表

明され，障害のある生徒に提供される配慮がPISAの結果

に及ぼす影響についての実証的研究の案が具体的に提案さ

れた。討議の中では，国連の障害者権利条約が各国で批准

された場合，PISAから障害のある生徒を排除することは

違法になる恐れがあることが指摘された。この研究への参

加については，各国に対して事務局から改めて書面で打診

されることとなった。

（８）日本の特別支援教育改革についての報告
　日本では，特別支援教育への法改正がこの会議の少し前

に行われた。それを契機として，日本のインクルーシブな

教育に向けた改革，現状，課題について報告を行った。日

本はSENDDDの会議に遅れて参加したため，各国代表には

日本の状況について十分に伝わっていない部分があった

が，この報告はその状況を大きく改善したと思われる。

写真　日本の報告

５　�障害・学習困難・社会的不利を有する生徒
の学習の成果に関する作業部会（2007年
10月22日，23日，ドイツ）

　会議はベルリン教育・科学・研究省，ドイツ連邦共和国

教育大臣会議，ドイツ連邦共和国教育科学省よって開催さ

れた。また，21日にベルリン市の現状視察，24日に学校

見学が用意された。議事録が2008年２月現在まだ出され

ていないため，ここでは議題と内容の骨子のみを記すこと

とする。

（１）OECD特別ニーズ教育に関する各国専門家グループ
について
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　事務局から，10月８日，９日にパリで開催された特別

ニーズ教育に関する各国専門家グループ第一回会議の状況

が説明され，特別ニーズ教育に関する各国専門家グループ

の全体の業務なかで，本会議が専門的な作業部会として位

置づけられたことが報告された。

（２）欧州委員会との共同事業
　欧州委員会/生涯教育研究センター（CRELL）とOECD事

務局から，EU加盟国との統計データ収集についての共同

事業の報告がなされた。

（３）SENDDDについての電子質問紙の修正
　各国から提出された修正意見等が紹介され，討議された。

（４）特別な教育的ニーズのある生徒の学習成果の測定に
ついての報告

１）イギリスにおける異なる特別な教育的ニーズを有する

子どもたちの教科成績。

２）ベルリンにおける特別学校と通常学校にいる特別な教

育的ニーズのある生徒の学習成果の比較研究。

（５）特別なニーズ教育の体制についての各国報告
１）韓国

２）イスラエル

３）トルコ

（６）特別な教育的ニーズのある生徒とPISA，インク
ルージョン指標の開発

　特別な教育的ニーズのある生徒を，将来のPISAに含め

るための実証的研究を始める提案について，事務局がレ

ビューを行い，関心のある各国代表での話し合いを行った。

　同様に，インクルージョン指標開発研究の提案について

事務局がレビューを行い，関心のある各国代表での話し合

いを行った。

（７）各国統計局を通じたSENDDDデータ収集
　いくつかの国における電子質問紙によるデータ収集方法

について報告が行われた。

６　その他

１）次期会議からは，各国持ち回りではなく，パリの

OECD本部で行われることとなった。

２）「障害のある生徒の第三次教育と雇用への経路」と「障

害，学習困難，社会的不利のある生徒の学習の成果」の

両方に参加している国があり，その負担を軽減するた

め，二つの会議を連続して開催することとなった。

３）PISAに関する研究も，インクルージョン指標開発に

関する研究も，検討をつづけることとなった。

１ Abou t  OECD：ht tp : / /www.oecd . o rg /pages /

0,3417,en_36734052_36734103_1_1_1_1_1,00.html

２ OECDについて：http://www.meti.go.jp/policy/trade_policy/

oecd/html/index.html
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The Meetings of OECD National Experts on SENDDD (Students with 

Disabilities, Difficulties, Disadvantages) held in 2007

Yukiko Hotate
(Ministry of Education)

Megue Nakazawa 
(Department of Educational Support Research)

Summary
　The OECD SENDDD meetings had been organized under Centre for Educational Research and Innovation. However, from 

January 1, 2007, the responsibility to plan and conduct SENDDD research works was taken over by the Educational Policy 

Committee, reflecting the increasing significance of SENDDD on national policies. The two core research works of SENDDD 

are now pursued under the larger framework of Educational Policy Committee, and they are 1) Transitions for people with 

disabilities beyond secondary education, or “Pathways for Disabled Students to Tertiary Education and Employment” and  

2) Statistics and indicators on SENDDD, or “ Outcomes of Learning for Students with Disabilities, Learning Difficulties and 

Disadvantages.”

　The Latter corresponds to what were dealt with by the SENDDD meetings, and it is now placed within the larger 

framework as the Technical Workshop for the Group of National Experts on Special Needs Education under the 

Educational Policy Committee.  Two meetings were held in 2007, one on  May 15 and 16 at Helsinki, Finland, and the 

other on October 22 and 24 at Berlin, Germany.  Currently, two major topics for possible future research are discussed: 

access of students with SEN to PISA and the development of inclusion indicators.  At the Helsinki meeting, Japan presented 

the reform toward inclusive education recently implemented.  It contributed to the understanding of Japanese system, as 

well as its issues, among member countries.
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１　はじめに

　通常の学校で障害のある児童生徒に適切な教育を提供す

ることは，すべての国で重要な政策目標となっている。こ

の目標に向かっての取組が「インクルージョン」とされ，

その実現に向けて具体的な施策が展開されている。このイ

ンクルージョンをどのように理解するかについては，それ

ぞれの国，また研究者ごとで異なり，議論を深める上でも

混乱の原因となっている。そこで，インクルージョンの概

念，定義と主要国での導入状況等の国際比較を行いつつ，

教育におけるインクルージョンについての考え方や方向

性，取組の実態における相違点を明らかにし，我が国おけ

る特別支援教育の政策検討に資することが目的である。

　

２　比較調査の概要

（１）調査対象
　この比較調査の対象として，国際機関としてOECDを取り

上げ，主要国としては日本，アメリカ，イギリス，フラン

ス，ドイツ，イタリア，カナダ，韓国，中国を取り上げた。

（２）調査方法
　2005年７月に国立特殊教育総合研究所（現国立特別支

援教育総合研究所）の研究者で，対象国ごとの調査チーム

を編成した。そして，インテグレーション及びインクルー

ジョンに関する既存の情報の整理や新たな情報収集を行

い，情報提供を依頼した。次の調査項目に関して調査を

行った。連邦制の国は，国としての情報を整理し，情報の

ある特定の州の取組とその州の位置づけ（先進的，平均

的），及び国の方針との関連を記述することとした。また

記述内容は，出典を明示することとした。

（３）調査項目
　根拠となる法的に規定を明示しながら，以下の事項につ

いて，記述するよう調査を依頼した。

○法令，報告書など公的な文書で，教育において，インク

ルージョンに類する用語として何が使われ，どのような

定義になっているのか。

○これらの用語等は歴史的にどのように変遷してきたか。

概念の違いがあれば，明確に記述する。

○これに類する理念にもとづく取組の実態として，対象と

なっている子どもはどのような子どもか，取組の実態の

データはどうなっているのか。例えば，特別学校在籍率

の推移など，近年のデータの変化はあるのか。

○これに類する理念に向けての取組に関して，どのよう点

が課題として議論されているのか。

３　調査の結果

　2005年に実施した調査の結果については，表１から表

第二部　国際会議・外国調査等の報告

教育におけるインクルージョンの国際比較（2005年調査）

－障害のある子どものインテグレーション，及びインクルージョン－

徳　永　　　豊
（企画部）

平成17年度国別対応チーム

要旨：通常の学校で障害のある子どもに適切な教育を提供するインテグレーション，インクルージョンは

重要な政策目標である。比較調査として，日本，アメリカ，イギリス，フランス，ドイツ，イタリア，カ

ナダ，韓国，中国についてインクルージョンに関する基本情報を整理し検討した。検討項目は，①法令，

報告書など公的な文書で，教育において，インクルージョンに類する用語として何が使われ，どのような

定義になっているのか。②これらの用語等は歴史的にどのように変遷してきたか。③対象なっている子ど

もはどのような子どもか，実態のデータはどうなっているのか。④どのような点が課題として議論されて

いるのか。これらの検討を踏まえて，発展途上国と経済発展国のインクルージョンについて，対象となる

子どもの実態について及び教育サービスの連続体の必要性などについて考察した。

キーワード：インテグレーション（インクルージョン）　障害のある子どもの教育　概念規定　国際比較
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５にその概要をまとめた。

（１）国際的動向の概要
　欧米等の障害のある子どもの教育は，20世紀前半まで

の地域社会における教会等による慈善的事業から，学校教

育としての制度的な取組に推移してきた。これらの慈善事

業や学校等の取組は，視覚障害や聴覚障害を中心に，障害

のある子どものための学校を作り，障害のない子どもとは

別に教育を提供する取組が中心であった。その後の1950

年，60年代にデンマーク等において，障害のない子ども

と一緒に教育を行うインテグレーションの考えの芽生えが

あった。

　1970年代にスウェーデンにおけるノーマライゼーショ

ンに関する幅広い議論を経て，イギリス，アメリカ，日本

等においても障害のある子どもを通常の学校で教育を提供

するインテグレーションが議論された。70年，80年代に

おいては，欧米の公的政策としてインテグレーションが取

り上げられている。

　このインテグレーションに替わってインクルージョンの

用語が使われるようになったのは，1994年のサラマンカ

声明（Salamanca Statement）以降であり，国際機関や欧

米の国々でもインクルージョンに関する議論が多くなって

きている。

（２）対象となる子どものカテゴリー
　表１は，特殊教育，特別支援教育で対象となる子どもや

インクルージョンを議論する際に対象となる子どものカテ

ゴリーを整理したものである。

　イギリスは，1981年に障害でなく「特別な教育的ニー

ズ（special educational needs）」の概念で，教育政策を

検討するようになり，その後OECD等の国際機関も影響を

受け，その対象を拡大している。

　カナダでは，少数民族の言語を使用する者，特別な教育

的ニーズのある生徒，地理・教育レベル・健康・性で不利

な立場にある者を含むとされている。

　特にUNESCOは1994年のサラマンカ声明において，多

くの発展途上国の教育的な取組みを充実させるために，

「障害のある子ども，英才児，ストリートチルドレン，働

いている子ども，過疎地の子ども，遊牧民の子ども，言語

的・民族的・文化的マイノリティの子どもなど」を含むと

している。

　どのような子どもを対象とするかについて，特徴的な点

として，OECD(2000)は特別な教育的にニーズに関して統

計を取る際に混乱があるので，「障害（disabilities）」「困

難(learning difficulties)」「社会的不利(disadvantages)」と

異なるカテゴリーを検討している。

　しかしながら，アメリカ，フランス，イタリアなどの多

くの国々は，「障害」のカテゴリーで政策を展開している。

これらの国では，自閉症や学習障害等，新たな障害のカテ

ゴリーは増えつつも，基本的な枠組みは変わらない。

（３）インクルージョン等の定義と変遷
　表２，表３，表４にOECD，イギリス，ドイツ等のイン

クルージョンに関する概念や定義，取組の概要をまとめた。

１）掲げている理念
　表２に示すようにインクルージョンを理念として掲げて

いるのは，UNESCO，OECD・イギリス・カナダ（アルバー

タ州），大韓民国（統合教育），中国（随班就読）である。

国際機関や経済発展国が掲げる意味，UNESCOに含まれて

いる発展途上国が掲げる意味合いは，異なると推測される

が，詳細な点は後述する。

　その他の国が今の段階で掲げている概念は表４に示す

ように，イタリア（Interrazione)，ドイツ（Integration），

フランス（Integration）， アメリカ（Least Restrictive 

Environments），カナダ・オンタリオ州（Integration），

日本（交流教育，共同学習）であった。

２）理念と掲げられた時期
　インクルージョンについては，UNESCOと中国が，

1994年に取り上げ，イギリスやOECDでは1997年頃から

正式に議論されている。

　インクルージョン及び類する概念の歴史的変遷をみる

と，主要国では，1970年前半頃までに，緩やかなイン

テグレーションの議論があり，国として正式の取組は，

1970年後半である（イギリス；1978，1981年，イタリ

ア1975，1977年，フランス；1975年，ドイツ；1960

年）。インテグレーションの議論が積み重ねられ，イギリ

スは1990年後半にインクルージョンを導入し，イタリア

やフランスはインテグレーションのままで政策を検討して

いる。

　国際機関は，そのような取組より少し遅れて，1980年

中頃にインテグレーションが取り上げられ，1990年代に

インクルージョの議論を展開している（UNESCO；1994，

OECD；1997）。

　インクルージョンを超える新たな概念として，OECD

（2004）では「Equity」の議論が始められている。

３）インテグレーションの概念規定
　インテグレーション及びインクルージョンについては，

長年の議論の経緯で，その概念について様々な考えがあ

る。
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　まず，インテグレーションの基本的な考えは，「障害の

ある子どもを障害のない子どもとともに教育すること」

「障害のある子どもの教育を通常学級で実施すること」で

ある（OECD，1997）。この理念の実現に向けて，各国は

それぞれに取組を展開させる中で，概念そのものが変化し

てきた。

　イギリスは，1981年教育法で，地方教育局やその他の

機関に対して，基本的には通常学級での特別な教育的ニー

ズのある子どもの教育を義務づけた。その際に，インテグ

レーションを単に通常学級にいることだけでなく，特別な

教育的ニーズのある子ども，その他の子どもに適切な教育

を実施することが前提条件となっている。

　イタリアは，1971年に，部分的な統合教育が始められ，

1975年に普通学校へのハンディキャップのある児童生徒

の参加を促すため分離学級の段階的廃止，特殊学校の組織

改編に着手した。そして，1977年に国として普通学級へ

表１　インクルージョン，インテグレーション又は，現在の特別支援教育，特別なニーズ教育で対象となっている子どもとは
（制度的に，統計的に，またはこれらの教育において一般的に話題とされているのか）
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のインテグレーションを規定し，1992年に，学校，社会，

職場，文化の各分野への包括的な統合の枠組みを規定し

た。インテグレーションについては，教育だけでなく，す

べての分野における理念とされている。

　アメリカでは，インテグレーションの概念でなく，

Least Restrictive Environments (LRE)の概念で議論されて

きた。1975年にLREが規定され，最も制約の少ない教育

環境を保証し，限りなく通常の学級の中での教育を行うこ

とを義務づけた。分離教育は極めて限定的にまた厳しく制

限されるが，認めていないわけではないとされている。基

本的には通常学級を基本としつつ，寄宿舎のある特別学校

までの教育サービスの連続体を準備し，ニーズに応じた教

育サービスを組み立てていくやり方である。

４）インクルージョンの概念規定

　1990年代から議論されているインクルージョンの基本

は，サラマンカ声明である(UNESCO；1994)。

　その前書きには，「この声明と行動のための枠組み

を特徴づけているのは，インクルージョンの原則（the 

principle of inclusion） であり，『万人のための学校

（school for all）』であり，誰であろうと排除することな

く，個々の違いを尊重し，学習を支援し，個々のニーズに

適切に応じられる『万人のための学校』を目指し進むこと

である。」とされている。インテグレーションとの違いは，

対象とする子どもの広がりと排除しない「学校づくり」を

特徴とする点である。

　その「特別なニーズ教育に関する行動の枠組み」におい

て，インクルーシブな学校の基本原則は，「すべての子ど

もたちが，どのような困難やあるいはどのような違いが

あったとしても，可能な限り一緒に学ぶこと」とされてい

表２　インクルージョンの使用とその定義について
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ている。それを基本原則としつつ，「特別学校や固定的な

特別学級，特別ユニットへの就学は，例外的な対応であ

る。通常学級における教育が，その子どもの教育ニーズ，

及び社会的ニーズを満たすことができないことが明確に実

証される場合か，又は，その子どもや学級の他の子どもの

学校生活を考えた場合に，その選択が必要となるような場

合である。このような希なケースに限って，特別学校など

への就学が提案されるものである。」としている。

　そのインクルーシブな学校は，「学校に通う生徒の多様

なニーズを認め，それらに応じなければならない。また学

びのスタイルの違い，進み具合の違いに応じなければなら

ない。このためには，適切なカリキュラム，組織的な調

整，教授方法の工夫，リソースの利用，地域との連携など

で，質の高い教育を提供するもの」と記述されている。

　さらに，「特別な教育的ニーズ」とは，「障害のある」か

「学習に困難のある」「すべての子どもや青年について言

表３　インクルージョンに類似する用語，その定義と変遷
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及する用語」であり，「障害のある子ども，英才児，スト

リートチルドレン，働いている子ども，過疎地の子ども，

遊牧民の子ども，言語的・民族的・文化的マイノリティの

子どもなど」が含まれるとされている。

５）OECD等による概念規定
　OECD（2004）の概念規定については，「今の学校に子

どもが同化する意味のインテグレーションを越えた概念

で，学校システムの変化，教育者の見方の変化，教育の目

的を再考することを求める概念」であり，イギリスでは

「固定した状態ではなく，一つの過程である。特別な教育

的ニーズのある子どもが通常学校で教育を受けるだけでな

く，授業と生活において，同年齢の仲間と共働することを

可能とするものである。・・・・しかし，特別な目的があ

る場合には分離された手だてが必要な場合もあろう。イン

クルージョンには，子どものニーズに応じた教育カリキュ

ラムとその指導が含まれなければならない」（Department 

for Education and Employment,1997）とされている。

　このようにインクルージョンのポイントは，①多様な子

どもを対象とする（障害のある子どもだけでなく，多様な

支援を必要とする子どもが含まれている。議論の前提とし

て，対象とする子どもが明確でないと，議論がかみ合わな

い場合がある。障害のある子どものみでなく，インクルー

ジョンを議論する場合もある。），②多様な学習の困難から

生じる多様なニーズに応じて，適切な学校教育を提供す

る，③そのためには，適切なカリキュラム，教授方法の工

夫，リソースの利用，地域との連携などで，質の高い教育

を提供できるように学校が変化する必要がある，の３点と

考えられる。

６）インクルージョンからの展開
　近年の動向として，インクルージョンに関する議論は，

「どのような学校で教育を受けるか」から，「どのような適

切な教育を受けるか」に移りつつある。この点は，インク

ルージョンの基本であり，それがより明確化してきてい

る。この背景には，すでに学習に困難のある多くの子ども

が，小学校や中学校にいて，その子どもに適切な教育内容

や指導方法が提供されない場合は，結果としてその教育が

それらの子どもを排除（exclude）していると考えられる

からである。

　例えば，OECD(2004)は，「インクルージョン」という

視点よりも「教育における均等さ（equity）」の概念で検

討している。この均等さには，「機会の均等さ」「学習環

境・方法の均等さ」「成果や達成度の均等さ」「実現や成果

表４　インテグレーション，イングルージョンに関連するデータ
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の均等さ」で議論されている。さらに調査結果からは，次

のような記述があった。

　イギリスでは，「すべての子どもが学習の過程に，十分

にかつ効率的に参加できることを可能とするように，学習

や評価，資格付与の適切な機会を提供すること」とされて

いる。

　また，アメリカでも「通常の教育カリキュラムに障害の

ある子どももアクセスできるようにすることが加えられて

いる。この考えは，2004年の修正でもNo Child behind 法

との関連でさらに強化されている」とある。

　さらに，カナダでは「年令，性，教育水準，言語，身体

的健康，地理，居住地などについての状態や能力に基づい

て個人やグループの特別な学習ニーズを満たすこと」を意

味するとしている。

　このように，インクルージョンの議論が，社会運動論と

しての議論から，より教育的な内容，方法，評価及びその

成果を問題とする教育政策の議論に移りつつある。

７）理念に向かった取組
　理念としてのインテグレーション，インクルージョンの

議論は，基本的に国際機関及び主要国としても反対できな

いものであろう。どのような理念を掲げても，それを実際

の施策として展開する上では，多くの課題がある。それ

は，インクルージョンを掲げている国でもまた，インテグ

レーションを掲げている国でも同じである。

ア　イギリスの取組
　例えば，イギリスはインクルージョンを掲げながら，

「保護者は，地方教育局などから得られる情報をもとに，

就学させたい学校の希望を述べ，その希望については，次

の条件を満たせば，地方教育局は認めなければならないと

されている。①子どもの年齢，能力，技能，特別な教育的

ニーズを考慮して，選ばれた学校が適切である。②その選

択が，在籍する他の子どもの教育の妨害にならない。③地

方教育局の資源の有効活用である。」と，条件つきのイン

クルージョンである。また，近年特別学校の廃止や重度の

自閉症の子どものインクルージョンに関して，国内的にも

議論がある。

イ　カナダとアメリカの取組
　カナダのオンタリオ州では，1982年にカナダの権

利と自由の憲章（The Canadian Charter of Rights and 

Freedom）において，児童生徒を分離して，特別なクラス

に措置するという教育委員会の決定が人間の平等の権利の

違反にあたるかもしれないという内容を示した。しかしな

がら，1997年のイートン事件における最高裁判所の決定

では，特別なニーズのある児童生徒の措置が，児童生徒の

利益を主要な決定要因として，状況に応じて決めるべき

であるということが示された。1998年に制定された規則

181では，児童生徒のニーズと保護者の希望に添っていれ

ば，特別の（exceptional）児童に対して最初に考える措

置は，適切な支援を提供しながら通常の学級に在籍させる

ことであり，教育省は，通常学級での多様で連続的なサー

ビスを提供することと通常の学級でニーズが満たされない

児童生徒のために連続的な措置のオプションが利用可能と

することを方針として掲げている。」とされている。

　アメリカでは，LRE の考え方において，いわゆるイク

ルージョンとの大きな相違は，「個別の教育計画（IEP）に

基づいた支援を提供するために，通常学級や通常の学校で

の教育を基本としつつ，教育の適切性の視点から必要であ

ると認められれば特別学校(Special school ）も選択肢とな

ることである。このLRE の考え方の基本には，前提は通

常学校であり，個別のニーズの明確化とそれへの対応があ

る。従って，LREはニーズやアセスメント，IEPとの関連

で実施されるものであり，単体では実施されない考え方で

ある。」とされている。

　このように，インクルージョンを理念として掲げなが

ら，それを展開する政策は多様であり，条件なしに「イン

クルージョン」を理念とする国は少ない。それぞれの国

で，インクルージョンという理念に向かって，取組を充実

させていることがわかる。

４　状況の整理として

　インクルージョンについて議論する際に，いくつかの混

乱が生じることが多い。それを避けるために，明確にして

おいた方がいい点について検討する。

（１）発展途上国におけるインクルージョン
　中国が理念として「インクルージョン」を掲げている。

またUNESCOは「インクルージョン」を理念として，多く

の発展途上国を含め世界の国々を先導している。

　発展途上国における「インクルージョン」とイギリスや

ドイツなどのOECD加盟国に代表される経済発展国におけ

る「インクルージョン」とは，その役割や機能が異なる。

基本的理念は，「多様な子どもを受け入れ，適切な教育を

提供する学校づくり」であるが，現実的にめざす目標が異

なる。

　発展途上国においては，障害のない子どもの義務教育の

整備も不十分な国が多く，その中において障害のある子ど

もの教育を考えた場合に，教育のための特別な設備の導入

等は想定外である。つまり特別学校を設立するか，通常の

学校に受け入れるかという選択肢でない。障害のある子ど

もが学校教育を受けるのであれば，通常学校であり，その
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学校から排除されないような「インクルージョン」を理念

とするわけである。つまり，障害のある子どもの基本的な

教育を受ける権利を，どのような形態であっても，維持す

るために「インクルージョン」が機能する。

　一方，経済発展国の多くは，障害のある子どもの教育に

関する基本的な権利として，特別学校を整備してきた経緯

がある。その中で，「インクルージョン」が議論され，障

害のある子どもであっても包む込む社会を目指す方向で，

教育のあり方が検討されている。ここでの課題は，「基本

的な教育の権利」に留まらず，共生社会で生きていくため

に，どのような学校教育が適切なのかという，より複雑な

課題である。

　このようにUNESCOを中心に議論されている「インク

ルージョン」とOECDで議論されている「インクルージョ

ン」は，その背景とする文脈が異なる。The World Bank

（2004）は，この違いを「北のインクルージョン」「南の

インクルージョン」と表現している。

（２）極端な理念としての「フルインクルージョン」
　もう一つの課題は，「ゆるやかな連続的なインクルー

ジョン」と「フルインクルージョン」（及び「フルインテ

グレーション」）の議論である。これは，イギリスやアメ

リカでも話題となっている点である。

　「フルインクルージョン」とは，「どのような障害や多様

性があっても，すべての子どもに通常学校で教育を提供す

る」こと理念として掲げる考え方である。子どものニーズ

に応じた教育サービスの連続性という考えでなく，通常学

校のみが適切な学校とする。この理念においては，特別な

サービスである「特別学校」「特別学級」は廃止すること

が目標とされる。

　「インクルージョン」が話題となる際には，この極端な

「フルインクルージョン」が代表とされ，議論が混乱する

ことが多い。つまり，「インクルージョン」の考えについ

ては，幅があり，「フルインクルージョン」はその中でも

極端な考えである。

５　まとめとして

　ここでは，「インクルージョン」をどのように理解する

かについて，インクルージョンの概念，定義と主要国での

導入状況等の国際比較を行いつつ，教育におけるインク

ルージョンについて検討してきた。インクルージョンを含

めそれに類する概念をどのように整理することが政策検討

に役に立つのだろうか。

（１）経済発展国のインクルージョン

　UNESCOを始めとする国際機関において，インクルー

ジョンが話題となる場合に，発展途上国を含め多くの国々

を対象とする。インクルージョンは理念であり，それに向

かう段階は，文化・歴史・経済状況で異なる。発展途上国

における現実的な課題と経済発展国の現実的な課題は異な

る場合が多い。この点を整理することは重要であろう。

（２）対象となる子どもについて
　「インクージョン」については，障害のある子どもの

教育において話題となる場合が多い。しかしながら，

UNESCOが示す概念は，「障害のある子ども，英才児，ス

トリートチルドレン，働いている子ども，過疎地の子ど

も，遊牧民の子ども，言語的・民族的・文化的マイノリ

ティの子どもなど」をその対象とする考え方である。この

点は，イギリスやカナダもその方向にある。

　アメリカは対象となる子どもを「障害のある子ども」と

して，LREを提案している。また，イタリアやフランス等

は，「障害のある子ども」を対象として，「インテグレー

ション」を掲げている。

　例外はあるものの，基本的には，インクルージョンの場

合には「多様な子ども」を対象とし，インテグレーション

の場合は「障害のある子ども」を対象とする場合が多い。

イングルージョンの議論を展開する場合に，その対象とな

る子どもをどのように想定しているのかについて明確にす

る必要がある。

（３）教育サービスの連続体
　インクルージョンを議論する際に，どのような教育サー

ビスを想定しているか，明確にする必要がある。「通常学校

で通常学級」に限定するのか，特別学校を含め「教育サー

ビスの連続体」を想定するかである。多様な子どもを受け

入れるための「学校づくり」を核とするインクルージョンを

より強調すれば，「通常学級で」を基本とすることになる。

　また，「教育サービスの連続体」を想定する場合におい

ても，連続体の基本を通常学校に置くのか，特別学校に置

くのかで異なる。この違いは大きく，慎重に検討する必要

がある。

　さらに，インクルージョンを展開していく上では，学

校関係者の意識改革が重要となる。「連続的なサービス」

「徐々に変化する」ということは，意識改革につながる可

能性が低く，インクルージョンが効率よく展開しないとい

う難しさを含むと考えられる。

（４）受け入れる状況の構造について
　インクルージョンを考える上では，多様な子どもを受け

入れる「学校づくり」が重要になる。学校関係者，周囲の
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子どもの意識改革，障害のある子どもに適切な環境，そし

て授業，教材が必要となる。これらは障害のある子どもで

なく，受け入れる学校がどう変化するかの問題である。子

どもに適切な教育を提供できるように，どのように学校を

改革できるかが大切になる。この点は，インクルージョン

のみの特徴かというとそうではない。

　障害のある子どもを対象とする「インテグレーション」

においても，OECD（1994）では「同化」ではなく「相

互適応」をモデルとしていて，その「相互適応」は，イン

クルージョンの「学校づくり」である。

　その意味では，理念を実現する段階として，「インク

ルージョン」と「インテグレーション」には異なる点はな

いと考えられる。「インクルージョン」においてより明確

に「学校づくり」を強調されているだけであろう。

（５）おわりに　
　我が国においては，共生社会を目指し，特別支援教育が

展開されている。共生社会に向かって，特別支援教育を進

める中で，教育において「インクルージョン」又は「イン

テグレーション」，さらには基本コンセプト「ＸＹＸ」を

理念として掲げ，小・中学校における教育を改善していく

ことが求められている。

　そのような議論を展開していく上で，ここで指摘した点

について整理しながら，生産性の高い議論が必要となろ

う。

付記：報告がこの時期になったことと一部引用等が不備な

点をお詫び申し上げます。
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Comparative Study on Inclusive Education for Children with 
Special Needs 

‐Integration and Inclusion for Children with Disabilities‐

Yutaka Tokunaga
(Department of Policy and Planning)

Research Teams for Study on International Comparison (2005), NISE

Summary
　Providing adequate education for children with disabilities at ordinary schools (integration or inclusion), is an important 

policy objective. We conducted a comparative study of basic information regarding inclusion, using information from 

Japan, the United States, the United Kingdom, France, Germany, Italy, Canada, Republic Korea and China. The points we 

studied were: (1 ) What similar terms are used to describe inclusion and what definitions are given in laws, reports and 

other public documents with respect to education; (2 ) How these terms have changed historically over time; (3 ) What 

kind of children are targeted and what data is available; and (4) What issues are being debated. Based on this study, we 

examined issues such as inclusion in developing countries and developed countries, data on the targeted children and the 

need for a continuum of educational services.  

Keywords: �Integration (Inclusion),　Education for children with disabilities,　Concept of definition, International 

comparison
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